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参院選　９党党首討論会　　６月21日　10階ホール
自民、民進、公明、共産、おおさか維新、社民、生活、こころ、改革の9党党首が一堂に会した

 撮影：笠原　克生（ガンマプレス）

　
国
政
選
挙
の
公
示
日
前
日
に
各
政
党
代
表
者
に
よ
る「
党

首
討
論
会
」を
開
く
の
は
、
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
と
し
て
重
要

な
仕
事
だ
。今
回
の
参
院
選
で
も
９
党
の
代
表
が
参
加
し
た
。

　
前
半
が
党
代
表
者
同
士
に
よ
る
質
疑
応
答
、
後
半
が
当
ク

ラ
ブ
企
画
委
員
各
社
の
ベ
テ
ラ
ン
記
者
が
各
党
代
表
に
切
り

込
む
２
部
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
今
回
も
さ
ま
ざ
ま
な
論
点

に
つ
い
て
時
に
白
熱
し
た
議
論
が
展
開
さ
れ
、
公
示
日
に
あ

た
る
翌
日
の
新
聞
各
紙
は
こ
の
討
論
会
を
詳
報
す
る
記
事
で

埋
ま
っ
た
。

　
た
だ
気
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
前
半
部
分
で
、
安
倍

首
相
と
連
立
相
手
の
公
明
党
・
山
口
代
表
が
相
互
に
相
手
を

指
名
し
て
質
問
し
た
が
、
こ
れ
は
異
論
を
ぶ
つ
け
合
う「
討

論
」と
い
う
よ
り
、
Ｐ
Ｒ
の
機
会
を
互
い
に
与
え
あ
っ
て
い

る
印
象
を
受
け
た
。

　
ま
た
、
各
党
代
表
者
の「
そ
ろ
い
踏
み
会
見
」は
当
初
は

当
ク
ラ
ブ
だ
け
だ
っ
た
が
、
今
は
ネ
ッ
ト
や
民
放
各
局
な
ど

複
数
回
行
わ
れ
、
独
自
性
が
薄
れ
て
き
た
面
も
あ
る
。

　
党
首
討
論
会
が
始
ま
っ
た
の
は
、
１
９
９
０
年
。
こ
の
時

の
参
加
政
党
は
５
党
。
ま
だ「
自
民
対
社
会
」の
保
革
対
立

構
造
が
存
続
し
て
い
た
時
代
だ
っ
た
。
そ
れ
が
、
今
や
、
自

民
一
強
、
改
憲
派
野
党
の
登
場
な
ど
当
時
と
は
政
治
状
況
が

激
変
し
て
い
る
。

　
国
政
選
挙
前
に
政
党
代
表
者
た
ち
の
本
音
に
迫
る
会
見
の

意
義
は
依
然
、
大
き
い
。
現
状
に
適
応
し
た
当
ク
ラ
ブ
な
ら

で
は
の
国
政
選
挙
の
会
見
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
そ
れ
を
模

索
す
る
時
期
か
も
し
れ
な
い
。

�

（
土
生
修
一
）

国
政
選
挙
の「
党
首
討
論
会
」

時
代
へ
の
適
応
も
課
題
に
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クラブ月 報

８
月
に
記
者
研
修
会
、
中
国
取
材
団
も
派
遣

夏
も
幅
広
く
活
動
、
積
極
的
な
参
加
を

　
記
者
会
見
の
企
画
運
営
は
日
本
記
者
ク

ラ
ブ
の
活
動
の
大
き
な
柱
だ
が
、近
年
は
、

記
者
研
修
や
プ
レ
ス
ツ
ア
ー
に
も
力
を
入

れ
て
い
る
。
地
理
的
な
制
約
で
記
者
会
見

に
出
席
困
難
な
東
京
以
外
の
会
員
社
に
も

会
員
メ
リ
ッ
ト
を
実
感
し
て
も
ら
え
れ
ば

幸
い
だ
。

記
者
研
修
、
小
泉
進
次
郎
氏
も
登
場

　
記
者
研
修
は
、
地
方
紙
、
地
方
局
も
含

め
た
会
員
社
の
中
堅
・
若
手
記
者
を
対
象

に
し
て
毎
年
夏
に
実
施
し
て
お
り
、
今
回

が
19
回
目
と
な
る
。

　
今
年
の
日
程
は
8
月
25
、26
の
両
日
で
、

会
場
は
当
ク
ラ
ブ
の
あ
る
日
本
プ
レ
ス
セ

ン
タ
ー
ビ
ル
。
現
時
点
で
予
定
さ
れ
て
い

る
内
容
は
以
下
の
通
り
。

▼
８
月
25
日（
木
）

　
◇
大
野
恒
太
郎
検
事
総
長
と
の
昼
食
会

（
取
り
調
べ
の
可
視
化
な
ど
の
検
察
改
革

に
つ
い
て
）

　
◇
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン「
原
発

報
道
・
再
稼
働
、廃
炉
、核
ゴ
ミ
処
理
を
考

え
る
」（
原
発
立
地
県
で
あ
る
福
井
新
聞
、

愛
媛
新
聞
、南
日
本
新
聞
、福
島
中
央
テ
レ

ビ
の
記
者
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加
）

　
◇
菊
池
由
貴
子
・
大
槌
新
聞
代
表（
菊

池
さ
ん
は
、
被
災
地
の
岩
手
県
大
槌
町
で

手
作
り
新
聞
を
２
０
１
２
年
６
月
か
ら
一

人
で
発
行
、
執
筆
し
て
い
る
）

▼
同
26
日（
金
）

　
◇
韓
国
大
使
館
訪
問（
港
区
南
麻
布
に

あ
る
韓
国
大
使
館
を
訪
問
し
、
大
使
か
公

使
の
ス
ピ
ー
チ
と
質
疑
応
答
な
ど
）

　
◇
中
村
哲
・
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
現
地
代

表（
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
長
年
に
わ
た
り

援
助
活
動
を
続
け
る
医
師
）

　
◇
小
泉
進
次
郎
・
衆
院
議
員（
記
者
会

見
へ
の
登
場
は
ま
れ
だ
が
、
今
回
は
記
者

研
修
と
い
う
こ
と
で
申
し
入
れ
を
受
け
て

く
れ
た
）

　
◇「
パ
ナ
マ
文
書
報
道
を
め
ぐ
っ
て
」

（「
国
際
調
査
報
道
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
連

合
」の
依
頼
を
受
け
、
協
力
し
て
パ
ナ
マ

文
書
の
解
読
に
あ
た
っ
た
奥
山
俊
宏
・
朝

日
新
聞
編
集
委
員
、
澤
康
臣
・
共
同
通
信

特
別
報
道
室
次
長
が
自
社
以
外
と
の
記
者

連
携
の
あ
り
方
に
つ
い
て
語
る
）

　
25
日
夜
は
参
加
者
に
よ
る
懇
親
会
も
予

定
。
な
か
な
か
交
流
す
る
機
会
が
な
い
全

国
各
地
の
同
年
代
の
記
者
た
ち
が
知
り
合

え
る
貴
重
な
チ
ャ
ン
ス
に
な
る
の
で
、
各

社
と
も
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

中
国
経
済
の
実
情
を
現
地
取
材

　
次
に
海
外
プ
レ
ス
ツ
ア
ー
の
募
集
で
す
。

　
今
回
は「
新
常
態
の
中
国
経
済
」を
テ

ー
マ
に
、８
月
に
瀋
陽
、鞍
山（
遼
寧
省
）、

杭
州（
浙
江
省
）な
ど
を
訪
れ
、
中
国
経

済
の
実
情
を
現
場
で
取
材
す
る
。
鞍
山
で

は
製
鉄
所
や
ハ
イ
テ
ク
産
業
開
発
区
の
視

察
、
杭
州
で
は
ア
リ
バ
バ
集
団
本
部
幹
部

と
の
会
見
な
ど
を
予
定
し
て
お
り
、
交
渉

を
進
め
て
い
る
。
中
国
経
済
の
動
向
は
、

日
本
の
あ
ら
ゆ
る
地
域
に
と
っ
て
無
縁
で

は
な
い
。
ま
た
中
国
や
経
済
の
専
門
で
な

く
と
も
、
中
国
で
の
取
材
体
験
は
記
者
と

し
て
の「
財
産
」に
な
り
ま
す
。
こ
ち
ら

も
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
両
行
事
と
も
各
社
の
編
集
・
報
道
責
任

者
に
案
内
・
申
込
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

�

（
専
務
理
事
　
土
生
修
一
）

●
読
め
ま
す
か
？

正
解
は

　「
東
京
世
界
一
」

参院選　9党党首討論会特集 3▶5

クラブゲスト 6▶8

浅川雅嗣・財務官／奥山俊宏・朝日新
聞編集委員、澤康臣・共同通信特別報道室
次長／仲谷栄一郎・弁護士／武内和彦・
国連大上級副学長／平原弘子・国連南ス
ーダン派遣団ベンティウ事務所長／フィラ
デルフィア管弦楽団／榛沢和彦・新潟
大医師／堀坂浩太郎・上智大名誉教授／
野上義二・元駐英大使／横江公美・元米
ヘリテージ財団上級研究員／村木真紀・虹
色ダイバーシティ代表／江戸城天守を
再建する会／野口元郎・ICC被害者信託
基金理事長／Ｈ・クラーク・UNDP総裁／
吉川洋・財務省財政制度審議会会長／米
川正子・立教大特任准教授、華井和代・東
大大学院特任助教／柳興洙・駐日韓国大
使／中国海洋問題専門家／小城武
彦・日本人材機構社長／森重昭さん／原
田謙介・YouthCreate代表／松田康博・
東大教授／阿部菜穂子・英国在住ジャー
ナリスト／Ａ・レリス・仏ジャーナリスト／
平田直・東大地震予知研究センター長／民
間税制調査会
会見リポート
研究会「パナマ文書」 9

堀坂浩太郎・上智大名誉教授／ヘレ
ン・クラーク・UNDP総裁 10

柳興洙・駐日韓国大使／中国海洋問
題専門家 11

森重昭さん／アントワーヌ・レリス・
仏ジャーナリスト 12

日本記者クラブ賞受賞記念講演会 13

記者ゼミ　GIS入門 14

試写会「シアター・プノンペン」 14

ワーキングプレス 15▶16

英EU離脱　国民投票
� 朝日新聞社　梅原季哉
舛添都知事辞職
� フジテレビ　清水正樹
被災地通信 17

熊本地震�テレビができることを
見つめて� 熊本朝日放送　矢島　誠
書いた話書かなかった話� 18▶19

赤道直下、密林と原野の南スマト
ラを歩く―熱帯農業開発に挑んだ
日本人たちのたたかい� 柴崎信三
リレーエッセー 20

三陸臨時支局を支えた　ホテル女
将の田村恭子さん� 龍崎　孝
マイBOOKマイPR／会議報告 21

　この時の会見（2014年6月）では、揮ご
うの説明を求められ、舛添氏は「6年後に
必ずこう（東京世界一）したい」と笑顔で語
っていたが…。
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党 首討論会

■
果
実
か
リ
ス
ク
か
　「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
果
実
」

と
い
う
数
字
の「
虚
」を
突
き
た
か
っ
た
。
例
え
ば
、

税
収
21
兆
円
増
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
と
３
・
11

で
最
悪
の
状
態
に
あ
っ
た
12
年
度
比
で
あ
り
、
第
１

次
安
倍
内
閣
の
07
年
度
比
で
は
ほ
ぼ
同
額
で
あ
る

（
つ
ま
り
増
え
て
い
な
い
）こ
と
、
ま
た
、
景
気
動
向

調
査
に
よ
る
と
、
第
２
次
安
倍
内
閣
の
発
足
は
景
気

の
谷
底
か
ら
上
昇
す
る
切
り
返
し
に
重
な
っ
て
お

り
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
全
て
の
プ
ラ
ス
を
作
り
出
し

た
と
の
言
い
方
は
誇
大
広
告
だ
、
と
指
摘
し
た
。
と

同
時
に
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
陰
の
部
分
、
国
債
管
理

上
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
も
質
し
た
。
首
相
か
ら
倍
近

い
時
間
を
掛
け
て
の
反
論
を
い
た
だ
い
た
が
、「
バ

ラ
色
ミ
ク
ス
」に
は
一
矢
報
い
た
の
で
は
な
い
か
。

毎
日
新
聞
社
論
説
室
専
門
編
集
委
員
　
倉
重
　
篤
郎

■
聞
く
側
の
力
量
も
試
さ
れ
る
　
か
つ
て
の
政
治
家

も
こ
ん
な
感
じ
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
い
や
、
こ
こ
ま

で
ひ
ど
く
は
な
か
っ
た
―
―
。
経
済
で
も
、
憲
法
で

も
、
安
全
保
障
で
も
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
た
答
弁
を

繰
り
返
す
政
治
家
の
姿
勢
の
こ
と
だ
。
と
り
わ
け
与

党
の
側
に
そ
の
傾
向
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。
良
く
言

え
ば
安
全
運
転
。
悪
く
言
え
ば
そ
の
場
し
の
ぎ
。
そ

れ
を
突
き
崩
す
こ
と
こ
そ
、
聞
く
側
の
力
量
な
の
だ

ろ
う
。
だ
が
、
代
表
質
問
初
挑
戦
の
わ
が
身
、
聞
く

べ
き
こ
と
を
聞
く
こ
と
に
徹
す
る
ほ
か
な
か
っ
た
。

消
費
増
税
延
期
で
削
る
社
会
保
障
の
中
身
を
選
挙
前

に
説
明
す
べ
き
だ
、
日
米
地
位
協
定
の
改
定
を
米
側

と
話
し
合
う
べ
き
だ
、
こ
の
２
点
は
ぜ
ひ
与
党
首
脳

に
聞
き
た
か
っ
た
。
予
想
ど
お
り
、
踏
み
込
ん
だ
答

弁
は
聞
け
な
か
っ
た
け
れ
ど
。

朝
日
新
聞
社
論
説
副
主
幹
　
恵
村
順
一
郎

■
第
２
部
に
工
夫
の
必
要
を
痛
感
　
第
２
部
の
司
会

役
を
し
な
が
ら
、今
回
も
悩
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

ど
う
し
て
も
現
職
首
相
に
質
問
が
集
中
し
て
し
ま
う

〝
不
公
平
さ
〟が
避
け
ら
れ
な
い
か
ら
だ
。
参
院
選
の

最
大
の
争
点
は「
安
倍
政
治
」の
是
非
に
あ
る
の
だ

か
ら
、
そ
れ
も
や
む
を
得
な
い
と
割
り
切
る
こ
と
に

し
た
が
、
課
題
は
残
っ
た
。
ひ
と
つ
の
や
り
方
と
し

て
、
第
２
部
に
相
当
す
る
も
の
を
１
回
だ
け
で
は
な

く
何
回
か
に
分
け
て
、
テ
ー
マ
ご
と
に
議
論
を
深
め

て
い
く
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
い
の
か
も
し
れ
な

い
。
今
回
、
自
衛
隊
に
対
す
る
共
産
党
志
位
さ
ん
の

率
直
な
対
応
が
印
象
に
残
っ
た
が
、
党
首
討
論
の
成

否
の
鍵
が
、
各
党
首
が
正
直
に
訴
え
て
く
れ
る
こ
と

に
あ
り
、
そ
の
た
め
の
工
夫
が
記
者
側
に
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
も
痛
感
し
た
。

読
売
新
聞
社
特
別
編
集
委
員
　
橋
本
　
五
郎

参
院
選
　
９
党
党
首
討
論
会（
６
・
21
）

討論会に臨む（左から）荒井広幸・新党改革代表、小沢一郎・生活の党と山本太郎となかまたち代表、片山
虎之助・おおさか維新の会共同代表、山口那津男・公明党代表、安倍晋三・自由民主党総裁、岡田克也・
民進党代表、志位和夫・日本共産党委員長、吉田忠智・社会民主党党首、中山恭子・日本のこころを大
切にする党代表

■伊藤芳明理事長のあいさつ
　日本記者クラブ主催の党
首討論会は今回で15回目、
参院選では６回を数えま
す。この参院選から選挙権
が18歳に引き下げられます
が、報道によれば、若者た
ちは決して政治に対して無

関心なのではなく、よくわからないから行く
ことに躊躇し、後ずさりしているようです。
この討論会で彼らを含め有権者の皆さんに、
１つの判断基準、機会を提供できれば主催者
としてうれしく思います。ぜひ活発な討論を
お願いいたします。

司会・代表質問を終えて－企画委員－
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会 場 の 目 ･ 記 者 の 声
ウェブサイトに討論会全文と動画

■
財
政
健
全
化
策
は
あ
い
ま
い
の
ま
ま
　
消
費
税
の

増
税
は
先
送
り
す
る
一
方
、
社
会
保
障
で
は
充
実
策

も
ど
ん
ど
ん
進
め
る
。
高
齢
化
で
社
会
保
障
費
は
今

後
ま
す
ま
す
膨
ら
む
の
に
、
ど
う
や
っ
て
財
政
を
健

全
化
し
て
い
く
の
か
。
そ
の
質
問
に
安
倍
首
相
か
ら

は
満
足
の
い
く
回
答
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
本
当

は
甘
い
公
約
を
並
べ
る
全
て
の
党
首
に
聞
き
た
か
っ

た
ポ
イ
ン
ト
だ
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
核
で
あ
っ
た
は

ず
の
成
長
戦
略
に
つ
い
て
安
倍
首
相
は
電
力
自
由
化

と
農
業
改
革
の
成
果
を
強
調
し
た
が
、
こ
れ
で
十
分

と
は
い
え
ま
い
。
た
だ
、
ほ
か
の
党
首
か
ら
こ
の
点

を
厳
し
く
質
す
声
は
な
か
っ
た
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の

恩
恵
拡
大
も
重
要
だ
が
、
長
い
目
で
潜
在
成
長
力
を

高
め
る
策
が
ど
の
党
首
か
ら
も
聞
か
れ
な
か
っ
た
の

は
残
念
だ
。日

本
経
済
新
聞
社
論
説
副
委
員
長
　
実
　
哲
也

■「
赤
ラ
ン
プ
」に
効
用
あ
り
？
　
第
１
部
の
９
党

首
の
発
言
機
会
は
、
冒
頭
の
ボ
ー
ド
を
掲
げ
て
の
所

信
表
明
に
質
問
＆
答
え
の
や
り
と
り
２
巡
を
加
え
、

合
計
45
回
だ
っ
た
。
１
回
に
つ
き
１
分
と
い
う
発
言

時
間
制
限
を
知
ら
せ
る
ラ
ン
プ
に
初
め
て「
赤
ラ
ン

プ
」を
採
用
。
そ
の
点
滅
に
各
党
首
が
反
応
し
て
、

整
然
と
し
た
討
論
に
な
っ
た
。
従
来
は
首
相
に
ば
か

り
質
問
が
集
中
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
今
回
は

安
倍
首
相
の
発
言
が
合
計
で
13
回
、
岡
田
代
表
が
７

回
、
山
口
代
表
が
５
回
、
志
位
委
員
長
が
４
回
で
、

こ
の
方
式
が
徐
々
に
定
着
し
て
き
た
と
感
じ
た
。
主

な
争
点
と
す
る
テ
ー
マ
に
与
党
と
野
党
で
す
れ
違
い

も
あ
っ
た
が
、
選
挙
モ
ー
ド
を
加
速
さ
せ
る
日
本
記

者
ク
ラ
ブ
の
役
割
は
果
た
せ
た
と
思
う
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
副
委
員
長
　
島
田
　
敏
男

■
舛
添
氏
を
辞
職
に
追
い
込
ん
だ
庶
民
の
怒
り
に
鈍
感
　

参
院
選
に
臨
む
各
党
首
は
、
舛
添
氏
へ
の
怒
り
の
渦
の
正

体
に
気
づ
き
、そ
の
対
応
策
に
言
及
す
る
と
思
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
お
お
さ
か
維
新
の
会
の
片
山
虎
之
助
共
同
代
表

が
党
の
方
針
を
説
明
し
た
だ
け
に
終
わ
っ
た
。
経
費
削
減

の
日
々
を
生
き
る
庶
民
は
、血
税
を
湯
水
の
ご
と
く
使
う
、

そ
の
盗
っ
人
根
性
に
我
慢
が
な
ら
な
い
。
国
で
あ
れ
、
自

治
体
で
あ
れ
、
公
費
の
使
い
方
が
問
わ
れ
る
し
、
政
治
資

金
の
使
途
に
法
律
上
の
制
限
が
な
い
の
も
問
題
だ
。
下
々

の
怒
り
へ
の
反
応
が
鈍
い
と
、
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン

ト
へ
の
不
信
が
広
が
り
、
民
主
政
治
は
瓦
解
す
る
。

読
売
新
聞
社
企
画
委
員
　
河
野
　
博
子

■
被
災
地
・
地
方
の
視
点
欠
け
た
論
戦
　
政
治
の
側
が
設

定
し
た
争
点
の
議
論
に
終
始
し
、
国
民
の
知
り
た
い
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
引
き
出
せ
な
か
っ
た
印
象
だ
。
東
日
本
大
震

災
と
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
の
被
災
地
か
ら
み
れ

ば
、
震
災
後
の
選
挙
で
各
党
が
こ
ぞ
っ
て
公
約
に
掲
げ
た

早
期
復
興
と
原
子
力
政
策
の
見
直
し
に
つ
い
て
の
総
括
は

不
可
欠
だ
し
、
地
方
に
は
深
刻
化
す
る
人
口
減
へ
の
対
応

な
ど
喫
緊
の
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。
選
挙
権
年
齢
が
引

き
下
げ
ら
れ
て
初
の
国
政
選
挙
だ
と
い
う
の
に
、
新
味
の

な
い
経
済
政
策
な
ど
を
繰
り
返
し
聞
か
さ
れ
る
だ
け
で
は

新
し
い
有
権
者
も
失
望
し
か
ね
な
い
。

福
島
民
報
社
編
集
局
長
　
早
川
　
正
也

■
こ
の
む
な
し
さ
分
か
り
ま
す
か
　
国
の
根
幹
の
憲
法
を

め
ぐ
り
、
改
憲
を
明
言
せ
ぬ
安
倍
首
相
。
立
憲
主
義
を
軸

に
共
闘
し
な
が
ら
、
自
衛
隊
が
合
憲
か
ど
う
か
さ
え
、
食

い
違
う
野
党
。
本
質
論
を
避
け
て
き
た
負
の
歴
史
を
感
じ

た
。
地
方
再
生
に
向
け
た
議
論
の
低
調
さ
も
、
寂
し
か
っ

た
。
昨
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
島
根
県
２
位
、
鳥
取
県

４
位
。
伸
び
幅
は
１
位
と
２
位
だ
。
だ
が
、
生
ま
れ
育
っ

た
子
ど
も
は
、
出
生
率
が
最
低
の
東
京
都
な
ど
に
吸
い
取

ら
れ
、
人
口
格
差
が
拡
大
す
る
。
悪
循
環
の
末
、
そ
の
数

を
基
に
地
方
の
国
会
議
員
定
数
も
減
る
。
皆
さ
ん
、
こ
の

む
な
し
さ
が
分
か
り
ま
す
か
―
。

山
陰
中
央
新
報
社
編
集
局
長
　
壷
倉
　
真
司

■「
国
の
あ
り
よ
う
」問
う
議
論
深
ま
ら
ず
　
消
化
不
良

の
感
が
否
め
な
か
っ
た
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
評
価
や
社
会

保
障
の
充
実
は
国
民
が
関
心
を
寄
せ
る
テ
ー
マ
だ
が
、
国

の
あ
り
よ
う
を
左
右
す
る
原
発
や
安
全
保
障
の
議
論
が
ま

っ
た
く
深
ま
ら
な
か
っ
た
。
元
米
海
兵
隊
の
殺
人
暴
行
事

件
を
受
け
、
沖
縄
県
民
の
怒
り
は
限
界
に
達
し
て
い
る
。

日
米
安
保
の
下
、
日
本
に
駐
留
す
る
米
軍
の
プ
レ
ゼ
ン
ス

を
ど
う
考
え
て
い
く
の
か
。
安
倍
首
相
が
触
れ
た
地
位
協

定
の
改
正
は
対
症
療
法
の
レ
ベ
ル
で
、
根
本
的
な
解
決
策

に
な
ら
な
い
。「
沖
縄
の
問
題
」に
矮
小
化
せ
ず
、
広
く

国
政
の
場
で
議
論
す
べ
き
テ
ー
マ
だ
。

沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
編
集
局
長
　
石
川
　
達
也

■
権
力
を
持
て
ば
わ
が
ま
ま
　
10
年
ぶ
り
の
東
京
勤
務
。

興
味
深
く
選
挙
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
る
。
日
本
記
者
ク
ラ

ブ
の
討
論
会
も
新
味
が
出
て
き
た
。
与
党
の
経
済
実
績
に

つ
い
て
の
Ｐ
Ｒ
は
見
え
見
え
だ
っ
た
。
野
党
に
指
摘
さ
れ

た
実
質
賃
金
の
目
減
り
、
中
小
企
業
の
苦
難
、
貧
富
の
格

差
拡
大
は
認
め
た
く
な
い
よ
う
だ
。
経
済
状
況
の
認
識
に

大
き
な
差
が
あ
っ
た
。
そ
の
両
方
を
合
わ
せ
て
こ
そ
日
本

の
本
当
の
姿
な
の
だ
ろ
う
。
何
よ
り
も
次
に
ど
う
い
う
政

策
を
と
る
の
か
。
日
本
と
い
う
国
を
ど
こ
に
も
っ
て
い
く

の
か
を
注
視
し
た
い
。「
新
し
い
決
断
」と
言
う
だ
け
で

説
明
な
し
の
約
束
反
故
は
許
さ
れ
な
い
。「
権
力
を
持
て
ば

わ
が
ま
ま
」そ
の
も
の
だ
。
声
東
撃
西
の
よ
う
な
、
経
済

の
旗
を
振
っ
て
、
憲
法
、
安
保
を
や
る
の
は
い
か
に
も
姑

息
に
見
え
る
。�

中
国
経
済
日
報
東
京
支
局
　
蘇
　
海
河

党首討論 会
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揮 ご う
そ れ ぞ れ
論戦前、
並んでゲストブックに

（9階会見場）

▼
日
時
：
６
月
21
日（
火
）13
：
00
～
15
：

10（
公
示
６
月
22
日
）

▼
出
席
者
：
安
倍
晋
三
・
自
由
民
主
党
総
裁
、

岡
田
克
也
・
民
進
党
代
表
、
山
口
那
津
男
・

公
明
党
代
表
、
志
位
和
夫
・
日
本
共
産
党
委

員
長
、
片
山
虎
之
助
・
お
お
さ
か
維
新
の
会

共
同
代
表
、
吉
田
忠
智
・
社
会
民
主
党
党
首
、

小
沢
一
郎
・
生
活
の
党
と
山
本
太
郎
と
な
か

ま
た
ち
代
表
、
中
山
恭
子
・
日
本
の
こ
こ
ろ

を
大
切
に
す
る
党
代
表
、
荒
井
広
幸
・
新
党

改
革
代
表

▼
会
場
：
10
階
ホ
ー
ル
。
直
近
３
回
の
討
論

会
と
同
様
、
左
壁
側
に
特
設
ス
テ
ー
ジ
を
置

き
縦
長
に
設
営
。

▼
進
行
：
第
１
部
＝
９
党
の
代
表
者
が「
一

番
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
」を
、
ボ
ー
ド（
控

室
で
記
入
）を
用
い
な
が
ら
主
張（
持
ち
時

間
１
分
）。
そ
の
後
、
代
表
者
同
士
の
討
論
。

相
手
を
指
名
し
て
質
問
し
、
そ
れ
に
答
え
る

形
式
で（
持
ち
時
間
各
１
分
）２
巡
行
っ
た
。

第
２
部
＝
会
場
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
質
問
を
参

考
に
企
画
委
員
会
の
代
表
が
質
問
し
た
。
回

答
時
間
は
原
則
、
各
１
分
と
し
た
。

▼
総
合
司
会
：
小
栗
泉
、
第
１
部
司
会
：
島

田
敏
男
、
第
２
部
代
表
質
問
者
：
橋
本
五
郎
、

倉
重
篤
郎
、
恵
村
順
一
郎
、
実
哲
也
の
各
氏
。

い
ず
れ
も
企
画
委
員
。

▼
過
去
14
回
の
党
首
討
論
会
同
様
、
現
役
優

先
で
プ
レ
ス
会
員
社
に
人
数
を
振
り
分
け

た
。
ペ
ン
取
材
１
５
８
人
。
ス
チ
ル
は
東
京

写
真
記
者
協
会
８
社
取
材
、
外
通
６
社
と
、

在
日
外
国
報
道
協
会（
Ｆ
Ｐ
Ｉ
Ｊ
）代
表ｅｐ
ａ

通
信
。
参
加
総
数
は
２
８
１
人
。

▼
放
送
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
総
合
テ
レ
ビ
で
生
中
継

（
ラ
ジ
オ
も
同
様
）。
視
聴
率
は
関
東
３
・
３

％
、
関
西
２
・
３
％
。
民
放
は
フ
ジ
テ
レ
ビ

が
代
表
で
中
継
取
材
。
情
報
番
組
や
夕
方
、

夜
の
ニ
ュ
ー
ス
で
取
り
上
げ
た
。
Ｅ
Ｎ
Ｇ
は

ニ
ュ
ー
ス
映
画
協
会
代
表
テ
レ
ビ
東
京
、
Ｆ

Ｐ
Ｉ
Ｊ
代
表
Ａ
Ｆ
Ｐ
の
ほ
か
国
内
８
社
、
外

通
６
社
が
取
材
。
民
放
ラ
ジ
オ
は
国
会
放
送

記
者
会
か
ら
４
社
が
取
材
。
カ
メ
ラ
は
、
中

継
や
党
も
含
め
、
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
26
台
、
ス

チ
ル
20
台
の
計
46
台
が
会
場
に
並
ん
だ
。

第
24
回
参
院
選
　
９
党
党
首
討
論
会
　
実
施
要
領
メ
モ

党 首討論会
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浅
あさ

川
かわ

　雅
まさ

嗣
つぐ

　財務官

　現役財務官が話題の「パナマ文
書」を語るとあって100人以上が
出席。グローバル企業の税逃れに
対応するため、自身がOECD租税
委員会議長となって推進してきた
BEPSプロジェクトを説明した。
「小さいながらも（税制での）国際
協調への第一歩」と評価した。

■6・6（月）研究会「パナマ文書」①／司会：実哲也委員／出
席：115人

仲
なか

谷
たに

　栄
えい

一
いち

郎
ろう

　弁護士

　国際税務が専門。「タックスヘ
イブンでの秘密保持は脱税などを
契機に見直しへ動き始めた」「欧州
企業は納税を社会貢献とアピール
しているが、日本企業はアピール
不足」。徴税をめぐっては、規制
整備とルール逃れの“いたちごっ
こ”が続いているという。

■6・14（火）研究会「パナマ文書」③／司会：竹田忠委員／出
席：51人

フィラデルフィア管弦楽団
　「もうひとつの日中韓」をテーマに編成された日
中韓米出身の演奏家が弦楽四重奏2曲を披露。今
回は音楽教育の現場も視察、「私たちは文化大使」
と話す。日中韓の外交関係を問われると、「受けた
ことがない質問」と当惑気味だったが、「国の垣根
を越えられるのは音楽家の特権」と答え、「懸け橋」
としての音楽の重要性を説いた。
■6・1（水）記者会見／司会：石川洋企画担当部長／通訳：秋
山賛／出席：95人
8ページに写真と関連記事

武
たけ

内
うち

　和
かず

彦
ひこ

　国連大学上級副学長

　緑化の専門家。アフリカなどで
研究教育活動に従事してきた。「国
連大学では多数のアフリカ人留学
生が学んでいる。世界の課題は途
上国にある。日本の若者にもっと
アフリカに行ってほしい。現地の
言語を駆使し底辺に住む人たちを
手助けする人材を育てたい」

■6・2（木）シリーズ企画「国連と日本人」⑧／司会：土生修一
専務理事／出席：39人

榛
はん

沢
ざわ

　和
かず

彦
ひこ

　新潟大学医師

　新潟中越地震以来、被災地での
エコノミークラス症候群対策に取
り組む。「日本の避難所環境は欧米
に比べ劣悪。血栓の発生につなが
る雑魚寝、車中泊をなくさねば」。
段ボール製簡易ベッドを会場に持
ち込み有用性を訴えた。「報道に
よる注意喚起も効果大」とも。

■6・2（木）研究会「熊本報告　エコノミークラス症候群対策」
／司会：川村晃司委員／出席：37人
8ページに関連記事

堀
ほり

坂
さか

　浩
こう

太
た

郎
ろう

　上智大学名誉教授

　ルセフ大統領の弾劾裁判でリオ
五輪どころではないブラジル。「強
い検察、強い最高裁、SNSでつな
がる中間層などの新しいアクター
が登場した」と政治危機の背景を
説明した。「メディアは調査報道
で競争し、議会、裁判所が自前の
テレビ局で審議を中継する」

■6・3（金）研究会「リオ五輪を控えどこへいくブラジル」／司
会：中井良則顧問／出席：49人
10ページに会見リポート

野
の

上
がみ

　義
よし

二
じ

　国際問題研究所理事長兼所長（元駐英大使）

　離脱派と残留派が拮抗する英国
のEU離脱を問う国民投票（6.23）
の2週間前に情勢を分析。「米大統
領選より英国民投票が心配です。
英国社会が長い間抱えている問題
が一気に出てきている。英国とは
何か、を問うアイデンティティー
政治であり、文化的対立でもある」

■6・10（金）研究会「Brexit」／司会：鶴原徹也委員／出席：
87人

横
よこ

江
え

　公
く

美
み

　元米ヘリテージ財団上級研究員

　トランプ登場と米国社会の変容
を「世代論」を軸に語った。変化
のシンボルはデジタル･ネーティ
ブのミレニアル世代という。「日
本人が思い描くアメリカはもうな
い」。ヒラリー対トランプの本選は
「オバマ人気を考えるとヒラリー、
でもテロが起きればトランプ」。

■6・10（金）シリーズ企画「変わるアメリカ　変わらないアメ
リカ　米大統領選」⑧／司会：川村晃司委員／出席：78人

奥
おく

山
やま

　俊
とし

宏
ひろ

　朝日新聞社編集委員（右）

澤
さわ

　康
やす

臣
おみ

　共同通信社特別報道室次長

　「パナマ文書」報道に参加し
た2人の記者が経緯と取材方
法を話した。「内容は言えない
が興味はあるか」とのメール
が全ての始まり、と澤さん。奥
山さんは「上司と同じ名前が
あって調べたが別人だった」。

■6・9（木）研究会「パナマ文書」②／司会：坂東賢治委員／出
席：88人
9ページに会見リポート

平
ひら

原
はら

　弘
ひろ

子
こ

　国連南スーダンミッション・ベンティウ事務所長

　リベリア、キプロスなどを経て
PKO4カ国目。「あらゆる場所で
人々と交流し、信頼関係を築くこ
とが大事」「ずっと戦争状態で平和
を知らない国の人たちに、平和の
大切さをどう説くか」。中国の存
在感は大きく「日本が行かないよ
うな危険地帯でも活動している」。

■6・16（木）シリーズ企画「国連と日本人」⑨／司会：原田正
隆委員／出席：35人

http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/06/r00033319/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/06/r00033393/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/06/r00033392/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/06/r00033318/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/06/r00033382/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/06/r00033337/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/06/r00033374/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/06/r00033379/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/06/r00033380/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/06/r00033314/
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村
む ら

木
き

　真
ま

紀
き

　虹色ダイバーシティ代表

　性的マイノリティーが職場で生
き生きと働ける環境づくりをめざ
し活動を続けている。「2年前に
比べ、採用や離職防止などで
LGBTに取り組む企業が2倍近く
増え“追い風”が吹いている。しか
し、根強い差別や法的保障の不備
など課題も多い」

■6・13（月）研究会「LGBTと社会」②／司会：宮田一雄委員
／出席：30人

野
の

口
ぐ ち

　元
も と

郎
お

　国際刑事裁判所（ICC）被害者信託基金理事長

　最高検検事だがハーグにある
ICCの要職も務める国際派。「ICC
の課題はアフリカ問題。アフリカ
を狙い撃ちにしていると反発が広
がった」「侵略犯罪の規程が来年、
発効する」「スリランカを訪問し和
解に助言している」。報道されな
い大事な動きがあちこちに。

■6・15（水）記者会見／司会：中井良則顧問／出席：15人

ヘレン・クラーク　国連開発計画（UNDP）総裁

　年末に予定される次期国連事務
総長選の有力候補者。ニュージー
ランド首相の経験もある。シリア
など地域紛争が深刻化している
が、「国連はなるべく早く介入す
ることが大事」と力説。ライバル
は多いが、「私が最適任と確信し
ている」と言い切った。

■6・16（木）記者会見／司会：宮田一雄委員／通訳：大野理
恵／出席：32人
10ページに会見リポート

吉
よ し

川
か わ

　洋
ひろし

　財務省財政制度審議会会長（立正大学教授）

　結論明白。「増税先送りは間違
い。大義名分はない」。理路整然。
「日銀の異次元緩和は失敗だ」「社
会保障は格差拡大の防波堤。国民
の安全・安心の基礎だ」。最後は
ユーモアも。「選挙後、総理は予
定通り増税するというべきだ。こ
れが新しい判断です、と」

■6・17（金）研究会「消費増税再延期と日本の財政」／司会：
倉重篤郎委員／出席：61人

柳
Yoo Heung-soo

興洙　駐日韓国大使

　大使着任以来の約2年間を見事
な日本語で振り返った。「外交官
は初体験。両国の首脳会談への環
境づくりをめざした」。日本の国
会議員との豊富な人脈を生かし調
整役を務め、首脳会談が実現。「両
国首脳に信頼感が生まれ、慰安婦
問題も前向きの道筋がついた」

■6・17（金）記者会見／司会：伊藤芳明理事長／出席：75人
11ページに会見リポート

小
お

城
ぎ

　武
た け

彦
ひ こ

　日本人材機構社長

　元通産官僚。官民両方で働き、
昨夏、政府主導の人材派遣会社社
長に。「都市部で実力を発揮でき
ずにいる管理職を経営幹部として
地方企業に紹介したい」「成功例を
作りたい。まだこれからだ」。会
社は2023年までに解散予定。「短
期決戦」に勝負をかける。

■6・24（金）シリーズ企画「チェンジ・メーカーズに聞く」⑥
／司会：安井孝之委員／出席：46人

米
よ ね

川
か わ

　正
ま さ

子
こ

　立教大学特任准教授（右）

華
は な

井
い

　和
か ず

代
よ

　東京大学大学院特任助教

　　　　　　　　　　　コンゴ民主共和国で多発す
る性暴力。被害者の治療にあ
たるムクウェゲ医師の映画を
上映後、2人の専門家が解説。
「背景に鉱物資源をめぐる武
装勢力の存在がある。鉱物資
源は日本でも消費されてお

り、日本のメディアはもっと報道してほしい」
■6・17（金）記者会見・試写会「女を修理する男」／司会：土
生修一専務理事／出席：64人

太
お お

田
た

　資
す け

曉
あ き

　NPO法人江戸城天守を再建する会会長（太田道灌第18代子孫）（左）　　　　　

三
み

浦
う ら

　正
ま さ

幸
ゆ き

　広島大学教授

　　　　　　　　　　　明暦の大火（1657年）で焼失
した江戸城の天守を再建しよ
う。呼びかけに応え三浦広島
大教授が復元図を初めて作り
報告書を発表。「震度7でもび
くともしない。木造技術の美
しさ、強さがわかる」。太田

会長も「世界都市にふさわしいモニュメントを」。
■6・13（月）記者会見／司会：瀬口晴義委員／出席：64人

呉
W U  S h i c u m

士存　中国南海研究院院長（団長）
于
Y U  T i e j u n

鉄軍　北京大学国際戦略研究院副院長、副教授
張
ZHANG Xinjun

新軍　清華大学法学院副教授

　中国の海洋問題専門家３人が、南シナ海問題の
歴史的変遷から、仲裁裁判の対応まで幅広く論じ
た。呉院長は「中国は仲裁判断を受け入れないが、
国連海洋法条約から脱退はしないだろう」と推測。
南シナ海の防空識別圏については「脅威がないの
で設置しない」とこちらは明言した。
■6・24（金）記者会見／司会：坂東賢治委員／通訳：陳羚、
櫨博信／出席：75人
11ページに会見リポート

森
も り

　重
し げ

昭
あ き

　さん

　広島でオバマ米大統領とハグし
て泣いた森さん。「誰の支援も受
けず、広い太平洋に１人で釣りを
するようで」。孤独な調査で米兵
捕虜12人が被爆死した事実をつき
とめ、しかも遺族を探し出した。
「私の気持ちを大統領が酌んでく
ださった」。感極まる涙だった。

■6・24（金）記者会見・上映会「ペーパー・ランターン」／司
会：川戸惠子委員／出席：70人／会見詳録
12ページに会見リポート

http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/06/r00033381/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/06/r00033338/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/06/r00033391/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/06/r00033460/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/06/r00033468/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/06/r00033395/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/06/r00033461/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/06/r00033462/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/06/r00033463/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/06/r00033513/
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原
はら

田
だ

　謙
けん

介
すけ

　NPO法人YouthCreate代表

　学生時の議員事務所インターン
を機に若者と政治をつなぐNPO
活動を始めた30歳。学校で主権者
教育にも取り組んでいる。ポイン
トは「ハードルを上げ過ぎない」
「生徒に楽しさを感じてもらう」。
今回の参院選には「政党は若者を
子ども扱いし過ぎ」と苦言も。

■6・27（月）研究会「18歳選挙権」／司会：川上高志委員／出
席：31人

松
まつ

田
だ

　康
やす

博
ひろ

　東京大学教授

　キーワードは「原則と柔軟性」。
「台湾自立」の蔡英文と「１つの中
国」の中国政府。互いに譲れない
が、これまでの安定した関係も崩
したくない。現状の両岸関係を
「宙ぶらりんの冷たい平和」と分
析。蔡氏を「言い負けたことがな
い交渉のプロ」と評した。

■6・27（月）研究会「蔡英文の台湾」②／司会：坂東賢治委員
／出席：59人

阿
あ

部
べ

　菜
な

穂
お

子
こ

　英国在住ジャーナリスト

　元毎日新聞記者。英国の桜は一
斉に咲き散る日本のソメイヨシノ
とは違い、種類も開花時期も多様。
その疑問が、英国に桜を移植した
園芸家イングラム氏の業績調査に
向かわせた。「彼の足跡を追う旅
は日本再発見の旅でした」と桜染
めのスカーフを巻きほほ笑んだ。

■6・28（火）著者と語る『チェリー・イングラム　日本の桜を
救ったイギリス人』／司会：福本容子委員／出席：33人

アントワーヌ・レリス　仏ジャーナリスト

　パリの同時多発テロで妻を奪わ
れ『ぼくは君たちを憎まないこと
にした』を出版。「カラシニコフを
手にしていなくても、私たちは弱
くない。彼らが勝つことはない」。
テロへの恐怖を乗り越える希望の
ことばを探す。「憎しみの中で毎
日を生きるなんてできない」

■6・28（火）著者と語る『ほくは君たちを憎まないことにした』
／司会：杉田弘毅委員／通訳：臼井久代／出席：62人
12ページに会見リポート

平
ひら

田
た

　直
なおし

　東京大学地震研究所地震予知研究センター長

　「熊本では、余震確率を出した
後に本震があり気象庁は余震予測
を出しにくくなった。ただＭ6弱
程度の余震が起こる可能性は低下
した」。「完全な地震予知はない」
と繰り返したが、「南関東大地震
は必ず起きる。自助・共助の防災
教育が重要」と強調した。

■6・29（水）研究会「熊本の教訓と首都の備え」／司会：山﨑
登委員／出席：77人

民間税制調査会　記者会見
　「民間税調」は納税者の目線で税のあり方を提言
するという大学教授や弁護士らの組織。座長の三
木義一青山学院大学長ら5人が、参院選にあたり
３項目の提言を発表した。「消費増税は実施すべし」
「マイナポータル利用で年末調整廃止」「金融取引税
の導入を」。三木座長が「政党は逃げている」と批
判したように、政治へのいら立ちも。
■6・30（木）記者会見／司会：竹田忠委員／出席：49人

●
10
階
ホ
ー
ル
が
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
に

　
名
門
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
管
弦
楽
団
の
４
分
の

１
は
ア
ジ
ア
系
の
音
楽
家
。
政
治
家
は
対
立
す
る

が
、
国
境
を
越
え
た
芸
術
は
美
し
い
音
色
を
奏
で

会
見
余
話

念
の
演
奏
付
き
会
見
に
続
く
、
ミ
ニ
・
コ
ン
サ
ー

ト
と
な
っ
た
。

●
ス
イ
カ
を
な
め
る

　
２
年
前
に
着
任
し
た
時
か
ら
働
き
か
け
て
い
た

柳
興
洙
韓
国
大
使
は
離
任
会
見
と
な
っ
た
。
控
室

で「
ス
イ
カ
を
な
め
る
、
と
い
う
こ
と
ば
が
韓
国

に
は
あ
り
ま
す
。
き
ょ
う
は
、そ
う
い
う
こ
と
で
」

と
笑
う
。
表
面
を
触
る
だ
け
で
中
身
に
触
れ
な
い

こ
と
を
ス
イ
カ
を
な
め
る
、と
表
現
す
る
ら
し
い
。

と
は
い
っ
て
も
、最
初
で
最
後
の
ク
ラ
ブ
の
会
見
。

な
め
る
だ
け
で
は
終
わ
ら
な
か
っ
た
。
赴
任
前
、

朴
槿
恵
大
統
領
か
ら「
２
０
１
５
年
を
新
し
い
韓

日
関
係
の
年
に
し
て
ほ
し
い
」と
頼
ま
れ
た
、
と

披
露
。
戦
後
70
年
か
つ
国
交
正
常
化
50
年
の
ダ
ブ

ル
節
目
の
年
を
意
識
し
て
歩
み
寄
り
を
探
り
、
年

末
の
慰
安
婦
合
意
に
こ
ぎ
着
け
た
わ
け
だ
。

（
事
務
局
　
中
井
）

●
今
度
は
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
が
登
場

　
榛
沢
和
彦
医
師
の
会
見
で
は
、
熊
本
地
震
の
避

難
所
で
使
わ
れ
た
段
ボ
ー
ル
製
簡
易
ベ
ッ
ド
が
会

場
に
登
場
し
た
。
会
見
後
に
記
者
た
ち
が
上
に
乗

る
。
な
ら
ば「
も
う
ひ
と

つ
の
日
中
韓
」を
聴
く
企

画
は
ど
う
だ
ろ
う
。
来
日

し
た
楽
団
の
賛
同
を
得

て
、
ク
ラ
ブ
と
し
て
は
珍

し
い
ク
ラ
シ
ッ
ク
演
奏
会

プ
ラ
ス
記
者
会
見
が
実
現

し
た
。
昨
年
１
月
、
シ
ベ

リ
ウ
ス
生
誕
１
５
０
年
記

っ
て
頑
丈
さ
に
感
心
す
る

場
面
も
。

　
５
月
の
会
見
で
は
、
熊

本
地
震
で
活
用
さ
れ
た
テ

ン
ト
が
会
見
場
に
設
営
さ

れ
た
。
百
聞
は
一
見
に
如

か
ず
。
実
物
を
持
ち
込
む

会
見
を
今
後
も
続
け
た

い
。�

（
事
務
局
　
土
生
）

http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/06/r00033469/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/06/r00033390/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/06/r00033516/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/06/r00033514/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/06/r00033521/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/06/r00033470/
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租
税
回
避
地（
タ
ッ
ク
ス
ヘ
イ
ブ
ン
）

の
取
引
を
暴
露
し
た「
パ
ナ
マ
文
書
」に

は
、
日
本
人
・
企
業
名
が
約
４
０
０
記
さ

れ
て
い
た
。
分
析
し
た
の
は
日
、
米
、
イ

Ｐ
Ｉ
）」を
創
設
し
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ル

イ
ス
教
授
の
指
導
を
受
け
た
と
い
う
。
奥

山
さ
ん
は
11
年
に
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｊ
会
員
と
な

り
、
朝
日
新
聞
も
12
年
に
提
携
し
た
Ｉ
Ｃ

Ｉ
Ｊ
の
記
事
を
掲
載
し
て
き
た
。

情
報
公
開
の
壁
高
い
日
本

　
奥
山
さ
ん
は
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｊ
に
つ
い
て「
内

部
告
発
か
ら
記
事
を
書
き
、
そ
れ
が
内
部

告
発
を
生
ん
で
パ
ナ
マ
文
書
報
道
に
つ
な

が
っ
た
。
ウ
ィ
キ
リ
ー
ク
ス
と
は
違
い
、

入
手
し
た
も
の
全
て
を
ぶ
ち
ま
け
る
こ
と

は
し
な
い
。
公
益
性
を
考
え
責
任
あ
る
報

道
を
す
る
」と
分
析
し
た
。

　
さ
ら
に
、奥
山
さ
ん
は
日
本
の
記
者
に
、

外
に
目
を
向
け
る
こ
と
を
呼
び
か
け
た
。

「
海
外
に
は
調
査
報
道
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
が
あ
り
、
大
会
に
は
記
者
が
多
数
集
ま

る
。
海
外
に
出
向
い
て
加
わ
る
だ
け
で
も

「
国
際
調
査
報
道
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
連
合（
Ｉ
Ｃ
Ｉ

Ｊ
）」
か
ら
連
絡
を
受
け

た
こ
と
だ
。
早
稲
田
大
に

留
学
し
、
日
本
語
が
堪
能

な
ア
レ
ッ
チ
さ
ん
へ
の
依

頼
は「
パ
ナ
マ
文
書
」プ

存
在
感
が
増
す
」と
話
し
た
。

　
共
同
通
信
の
澤
さ
ん
は
調
査
報
道
の
課

題
を
挙
げ
た
。
特
に
、
日
本
で
未
整
備
の

公
文
書
を
使
う
取
材
環
境
の
変
革
を
訴
え

た
。
情
報
公
開
法
は
行
政
が
文
書
を「
不

開
示
」に
で
き
る
範
囲
が
広
い
。「
個
人

情
報
」の
壁
も
高
い
。
さ
ら
に
、
欧
米
で

は
調
査
報
道
の
基
本
資
料
と
な
る
裁
判
記

録
の
公
開
も
、
日
本
で
は
限
定
さ
れ
て
い

る
か
ら
だ
。

　
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
記
者
が
社

を
越
え
て
協
力
し
た
こ
と
が
最
大
の
特
徴

だ
。
澤
さ
ん
に
よ
る
と
、
困
難
な
対
象
を

奥
山
さ
ん
と
一
緒
に
直
撃
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
そ
う
で「
競
争
と
協
力
の
バ
ラ
ン
ス

を
ど
う
取
る
か
、
何
の
た
め
の
競
争
か
考

え
る
機
会
に
な
っ
た
」と
話
し
た
。

　
調
査
報
道
で
ラ
イ
バ
ル
と
協
力
し
て
い

け
る
の
か
。
澤
さ
ん
と
奥
山
さ
ん
は
日
ご

ろ
か
ら
取
材
方
法
の
勉
強
会
を
開
い
て
き

て
お
り
、
信
頼
関
係
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

で
き
た
の
だ
ろ
う
。
筆
者
に
は
他
社
と
調

査
報
道
で
協
力
取
材
を
す
る
イ
メ
ー
ジ
が

ま
だ
湧
か
な
い
。
海
外
で
は
な
ぜ
可
能
な

の
か
。
取
り
決
め
を
結
ぶ
必
要
は
あ
る
の

か
。
課
題
が
次
々
に
浮
か
ん
で
く
る
。

　
日
本
短
期
滞
在
中
に
、
こ
の
研
究
会
に

顔
を
出
し
た
チ
ェ
ラ
ン
ト
ラ
さ
ん
は「
調

査
報
道
、
記
者
に
国
境
は
あ
り
ま
せ
ん
」

と
連
携
の
強
化
を
呼
び
か
け
た
。

毎
日
新
聞
社
社
会
部
　
青
島
　
顕

タ
リ
ア
に
住

む
４
人
の
記

者
だ
っ
た
。

暗
号
メ
ー
ル

を
使
っ
て
連

絡
を
取
り
合

い
、
朝
日
新

聞
、
共
同
通

信
の
２
人
が

「
胸
襟
を
開

い
て
協
力
し

た
」。
前
例
の
な
い
取
材
と
な
っ
た
。

　
６
月
９
日
の
研
究
会
に
は
、
海
外
に
住

む
２
人
を
含
め
て
４
人
の「
日
本
チ
ー

ム
」が
勢
ぞ
ろ
い
し
た
。

「
興
味
は
あ
る
か
」の
メ
ー
ル
舞
い
込
む

　
発
端
は
昨
年
夏
、
米
国
在
住
の
イ
タ
リ

ア
人
フ
リ
ー
記
者
、
シ
ッ
ラ
・
ア
レ
ッ
チ

さ
ん
が
、
か
つ
て
イ
ン
タ
ー
ン
を
し
た

研
究
会
「
パ
ナ
マ
文
書
」

奥お
く

山や
ま

　俊と
し

宏ひ
ろ

　
朝
日
新
聞
社
編
集
委
員

澤さ
わ

　康や
す

臣お
み

　
共
同
通
信
社
特
別
報
道
室
次
長

前
例
の
な
い
記
者
連
携
が
成
果
を
生
ん
だ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
日
本
担
当
に
な
る
こ
と
だ

っ
た
。
イ
タ
リ
ア
に
住
む
日
本
通
の
フ
リ

ー
記
者
、
ア
レ
ッ
シ
ア
・
チ
ェ
ラ
ン
ト
ラ

さ
ん
と
２
人
で
日
本
の
政
治
家
、大
企
業
、

暴
力
団
関
係
者
の
名
を
ひ
た
す
ら
探
し

た
。

　
今
年
に
入
っ
て
日
本
人
２
人
が
加
わ
っ

た
。
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｊ
事
務
局
が
１
月
、
奥
山
俊

宏
・
朝
日
新
聞
編
集
委
員
に
メ
ー
ル
で
参

加
を
依
頼
。
２
月
に
は
ア
レ
ッ
チ
さ
ん
が

旧
知
の
澤
康
臣
・
共
同
通
信
特
別
報
道
室

次
長
に
メ
ー
ル
を
送
っ
た
。「
内
容
は
詳

し
く
言
え
な
い
が
、
興
味
は
あ
る
か
」

　
４
人
の
中
で
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｊ
の
会
員
は
奥
山

さ
ん
１
人
だ
。
朝
日
新
聞
は
奥
山
さ
ん
を

窓
口
に
８
年
前
に
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｊ
と
接
触
し
、

協
力
関
係
を
築
い
た
。
奥
山
さ
ん
に
よ
る

と
、
２
０
０
８
年
に
上
司
か
ら
米
国
で
台

頭
し
て
き
た
非
営
利
調
査
報
道
機
関
の
取

材
を
命
じ
ら
れ
、
通
訳
を
伴
っ
て
Ｉ
Ｃ
Ｉ

Ｊ
事
務
局
長
ら
に
面
会
し
た
。
奥
山
さ
ん

は
翌
年
、
ア
メ
リ
カ
ン
大
に
留
学
。
Ｉ
Ｃ

Ｉ
Ｊ
と
親
組
織
の「
セ
ン
タ
ー
・
フ
ォ
ー
・

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ
ー
（
Ｃ

「日本チーム」はこの研究会前日に初めて顔をそろ
えたという。左から澤康臣さん、シッラ・アレッチさ
ん、アレッシア・チェラントラさん、奥山俊宏さん
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貧
困
と
開
発
、
地
球
温
暖
化
対
策
、
平

和
と
安
全
保
障
、
す
ぐ
に
は
解
決
で
き
な

い
課
題
ば
か
り
だ
が
、
国
連
は
積
極
的
に

取
り
組
む
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
力
説
し
、
そ
の
た
め
に
は「
人

間
の
安
全
保
障
に
立
っ
た
長
期
的
な
視
点

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
言
う
。「
人

間
の
安
全
保
障
」は
日
本
外
交
が
最
も
力

を
入
れ
て
き
た
分
野
で
も
あ
る
。

　
候
補
者
は
１
人
２
時
間
ず
つ
の
公
聴
会

で
質
問
を
受
け
、
そ
の
答
え
方
も
事
務
総

長
と
し
て
の
資
質
を
見
る
有
力
な
判
断
材

料
に
な
る
。
ク
ラ
ー
ク
さ
ん
の
場
合
、
４

月
14
日
に
満
員
の
会
場
で
１
０
９
の
質
問

に
答
え
た
と
い
う
。

　
７
月
か
ら
は
安
保
理
で
非
公
開
の
協
議

に
入
り
、
秋
に
は
候
補
者
を
１
人
に
絞
っ

て
総
会
に
提
案
す
る
。
少
し
知
っ
た
か
ぶ

り
の
質
問
を
投
げ
て
み
た
。
次
期
事
務
総

長
に
は
女
性
を
待
望
す
る
声
が
強
い
が
、

一
方
で
地
域
的
に
次
は
東
欧
の
番
と
い
う

意
見
も
あ
る
。こ
の
点
は
ど
う
考
え
る
か
。

　「
立
候
補
は
そ
も
そ
も
全
加
盟
国
に
対

し
呼
び
か
け
た
も
の
で
す
。
い
ま
世
界
が

ど
ん
な
問
題
に
直
面
し
、
そ
の
問
題
に
対

応
で
き
る
か
ど
う
か
。
そ
れ
が
唯
一
の
基

準
で
す
。
他
の
基
準
で
選
ん
で
い
た
の
で

は
、
国
連
は
い
ま
、
こ
の
世
界
に
対
応
で

き
ま
せ
ん
」。
剛
速
球
が
返
っ
て
き
た
。

　
企
画
委
員
　
産
経
新
聞
特
別
記
者宮

田
　
一
雄

的
支
持
を
受

け
、
会
見
に

も
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
の

外
交
官
が
同

行
し
た
。

ヘ
レ
ン
・
ク
ラ
ー
ク
　

国
連
開
発
計
画（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）総
裁

国
連
事
務
総
長
選
に
剛
速
球

　
８
月
５
日
の
開
催
ま
で
間
近
と
な
っ
た

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
。
す
で
に
ブ
ラ

ジ
ル
全
土
３
０
０
都
市
を
回
る
聖
火
リ
レ

ー
は
始
ま
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
現
場
は

「
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
情
勢
」だ
。

　
か
つ
て
日
本
経
済
新
聞
社
の
サ
ン
パ
ウ

ロ
支
局
長
を
務
め
、
上
智
大
学
で
研
究
を

続
け
た
、
わ
が
国
の
ブ
ラ
ジ
ル
研
究
の
第

一
人
者
が
現
状
を
読
み
解
い
た
。
３
月
の

現
地
訪
問
で
得
た
最
新
の
情
報
も
持
つ
。

　「
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
」理
由
は
①

経
済
危
機
②
感
染
症
ジ
カ
熱
の
脅
威
③
現

職
大
統
領
の
弾
劾
④
秋
の
地
方
選
に
向
け

て
選
挙
運
動
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
時
期

と
重
な
る
、
と
４
つ
も
あ
る
。

　
好
調
だ
っ
た
経
済
が
昨
年
、暗
転
し
た
。

人
口
２
億
人
の
国
で
失
業
率
は
10
％
を
超

え
、
さ
ら
に
悪
化
し
て
い
る
。
２
年
前
の

選
挙
の
後
、
初
の
女
性
大
統
領
め
が
け
て

「
ル
セ
フ
降
ろ
し
」旋
風
が
渦
巻
く
。
き

っ
か
け
は
汚
職
の
発
覚
だ
。
民
主
化
を
担

っ
た
政
党
が
汚
職
ま
み
れ
だ
っ
た
。

　
能
吏
と
い
わ
れ
た
ル
セ
フ
大
統
領
だ

が
、
今
や「
聞
く
耳
を
も
た
な
い
」と
反

発
を
買
う
。
５
月
に
大
統
領
弾
劾
法
廷
の

開
設
が
決
定
し
、
テ
メ
ル
副
大
統
領
の
暫

定
政
権
が
発
足
し
た
。
ル
セ
フ
氏
自
身
は

弾
劾
の
動
き
を
ク
ー
デ
タ
ー
と
見
て
徹
底

抗
戦
の
構
え
だ
。
巻
き
返
し
て
留
任
す
る

可
能
性
も
あ
る
。

　
混
乱
も
あ
る
が
、
長
い
目
で
見
れ
ば
良

い
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
。
１
９
８
０
年

代
に
軍
政
か
ら
脱
却
し
た
新
生
ブ
ラ
ジ
ル

は
中
間
層
の
拡
大
、
国
民
参
加
の
政
治
、

経
済
の
自
由
主
義
化
を
着
実
に
歩
ん
だ
。

皆
保
険
な
ど
社
会
的
な
政
策
を
進
め
、
民

主
主
義
の
ベ
ー
ス
を
つ
く
り
あ
げ
た
。
汚

職
を
法
で
裁
く
意
識
も
根
付
い
て
き
た
。

　
現
地
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の「
他
の
国
民

か
ら
無
政
府
的
と
見
ら
れ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
民
主
主
義
的
に
決
定
す
る
方
式
を

国
と
し
て
選
ん
だ
。
未
来
は
す
で
に
書
き

下
ろ
さ
れ
て
い
る
」と
い
う
発
言
に
堀
坂

氏
自
身
、大
い
に
共
感
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　
質
疑
応
答
で
強
調
し
た
の
が
ブ
ラ
ジ
ル

の
独
自
の
道
だ
。
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
と
一
口
に

い
わ
れ
る
こ
と
を
ブ
ラ
ジ
ル
自
身
は
嫌
っ

た
。
社
会
的
な
政
策
を
進
め
た
ブ
ラ
ジ
ル

の
労
働
者
党
政
権
は
、
社
会
主
義
を
指
向

し
た
中
南
米
の
国
と
は
色
合
い
が
違
う
。

　
内
政
の
危
機
と
同
時
並
行
し
て
行
わ
れ

る
リ
オ
五
輪
は「
多
民
族
国
家
に
ふ
さ
わ

し
い
イ
ベ
ン
ト
に
な
る
」と
語
る
。
ブ
ラ

ジ
ル
を「
21
世
紀
へ
の
挑
戦
へ
の
思
い
を

秘
め
た
国
」と
表
現
し
、
先
進
国
の
基
準

と
は
違
っ
た
目
で
見
る
よ
う
求
め
た
。

朝
日
新
聞
出
身
　
伊
藤
　
千
尋

堀ほ
り

坂さ
か

　浩こ
う

太た

郎ろ
う

　
上
智
大
学
名
誉
教
授

無
政
府
的
に
見
え
る
が

着
実
に
未
来
へ
歩
む
ブ
ラ
ジ
ル

　
米
国
の
大
統
領
選
ほ
ど
派
手
で
は
な
い

が
、
国
連
で
も
今
年
、
長
丁
場
の
事
務
総

長
選
任
プ
ロ
セ
ス
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

現
職
の
潘
基
文
事
務
総
長
の
任
期
が
年
末

で
終
わ
る
た
め
、
後
任
選
び
に
新
方
式
を

採
用
し
、
候
補
者
の
公
募
と
公
聴
会
開
催

を
導
入
し
た
か
ら
だ
。

　
そ
の
11
人
の
候
補
者
の
1
人
。
１
９
９

９
年
か
ら
２
０
０
８
年
ま
で
、
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
首
相
を
務
め
、
09
年
4
月
に
女

性
と
し
て
初
の
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
総
裁
に
就
任
し

た
。
経
歴
も
実
績
も
申
し
分
な
い
。

　
世
界
は
い
ま
多
数
の
課
題
に
直
面
し
て

い
る
。９
億
人
が
貧
困
と
格
差
に
苦
し
み
、

環
境
問
題
も
深
刻
、悲
惨
な
紛
争
が
続
き
、

多
数
の
人
が
開
発
の
権
利
を
奪
わ
れ
…
わ

わ
、
速
射
砲
の
よ
う
に
繰
り
出
さ
れ
る
言

葉
に
メ
モ
が
追
い
つ
か
な
い
。
意
欲
は
経

歴
以
上
に
申
し
分
な
さ
そ
う
だ
。

　
来
日
の
目
的
は
日
本
の
支
持
を
求
め
る

こ
と
だ
。
立
候
補
に
は
母
国
政
府
の
全
面
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中
国
の
南
シ
ナ
海
で
の
主
張
と
行
動
は

国
際
法
に
違
反
す
る
、
と
い
う
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
提
訴
を
受
け
た
仲
裁
裁
判
所（
オ
ラ

ン
ダ
・
ハ
ー
グ
）が
近
く
司
法
判
断
を
示

す
の
を
控
え
、
中
国
の
海
洋
問
題
専
門
家

が
自
国
の
正
当
性
を
訴
え
た
。

　「
南
シ
ナ
海
問
題
は
関
係
国
の
主
権
と

海
洋
管
轄
権
を
め
ぐ
る
紛
争
だ
」。
呉
士

存
・
中
国
南
海
研
究
院
院
長（
右
）は
こ

う
述
べ
た
う
え
で
、「
問
題
は
話
し
合
い

で
解
決
す
べ
き
な
の
に
、
一
方
的
に
提
訴

し
た
」と
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
批
判
し
た
。
南

シ
ナ
海
の
平
和
と
安
定
へ
の
中
国
の「
努

力
」を
強
調
し
、
各
国
か
ら
批
判
を
浴
び

て
い
る
人
工
島
も
国
際
社
会
へ
の「
公
共

と
し
た
う
え
で
、
受
け
入
れ
な
く
て
も
国

連
海
洋
法
条
約
に
違
反
し
な
い
と
の
立
場

を
表
明
し
た
。

　
東
京
大
学
に
留
学
し
た
こ
と
の
あ
る
于

鉄
軍
・
北
京
大
学
副
教
授（
中
央
）は「
南

シ
ナ
海
問
題
は
ず
っ
と
日
中
間
の
問
題
で

は
な
か
っ
た
の
に
、
日
本
が
介
入
す
る
よ

う
に
な
っ
た
」と
批
判
。
今
後
の
日
中
関

係
の
試
練
と
な
る
と
指
摘
し
た
。

　
質
疑
で
は
、
国
連
海
洋
法
条
約
か
ら
離

脱
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
、
呉
氏
は「
脱

退
す
る
場
合
は
複
雑
な
国
内
手
続
き
が
必

要
だ
」と
述
べ
た
う
え
で
、「
条
約
に
と

ど
ま
っ
て
貢
献
し
て
い
く
」と
話
し
た
。

南
シ
ナ
海
に
防
空
識
別
圏
を
設
け
る
件
に

つ
い
て
は
、「
南
シ
ナ
海
で
領
海
の
基
線

を
設
定
し
て
い
な
い
の
で
、
技
術
的
に
難

し
い
」と
語
っ
た
。

　
中
国
南
海
研
究
院
は
南
シ
ナ
海
問
題
に

特
化
し
た
政
府
系
シ
ン
ク
タ
ン
ク
。
約
70

人
の
専
従
ス
タ
ッ
フ
が
活
動
し
て
お
り
、

呉
氏
は
内
外
で
中
国
の
主
権
を
訴
え
て
い

る
。
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
が
こ
の
日
の
会
見

を
伝
え
な
か
っ
た
一
方
で
、
同
研
究
院
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
会
見
を
速
報
し
、
多
く

の
社
が
参
加
し
た
こ
と
を
報
じ
た
。
張
、

于
両
氏
も
達
者
な
語
学
力
を
生
か
し
て
、

海
外
で
の
活
動
も
多
い
。
中
国
の
宣
伝
活

動
の
た
く
ま
し
さ
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い

会
見
だ
っ
た
。

朝
日
新
聞
社
国
際
報
道
部
　
藤
原
　
秀
人

財
」と
主
張

し
た
。

　
京
都
大
学

で
博
士
号
を

取
得
し
た
張

新
軍
・
清
華

大
学
副
教
授

（
左
）は「
中

国
は
決
し
て

仲
裁
を
受
け

入
れ
な
い
」

中
国
海
洋
問
題
専
門
家 

会
見

南
シ
ナ
海
仲
裁
に

あ
ら
た
め
て
断
固
反
対

柳
Y

oo H
eung-soo

興
洙
　
駐
日
韓
国
大
使

慰
安
婦
合
意
、
こ
れ
か
ら
が
重
要

　
昨
年
12
月
28
日
に
成
立
し
た
慰
安
婦
問

題
を
め
ぐ
る
日
韓
合
意
の「
立
役
者
」、

78
歳
の
外
交
官
の
離
任
会
見
は
当
然
な
が

ら
、
ご
当
人
の
弁
も
質
疑
も
、
こ
の
合
意

に
集
中
し
た
。

　
日
韓
関
係
が「
国
交
正
常
化
以
来
最

悪
」と
ま
で
言
わ
れ
た
２
０
１
４
年
８

月
、
朴
槿
恵
大
統
領
に
よ
る
突
然
の
抜
擢

で「
非
常
な
緊
張
と
負
担
感
を
持
っ
て
」

着
任
し
た
柳
興
洙
大
使
。
日
韓
合
意
と
い

う
見
え
な
い
ゴ
ー
ル
に
向
か
っ
て
走
り
続

け
た
１
年
10
カ
月
を
流
暢
な
日
本
語
で
振

り
返
っ
た
。

　
国
会
議
員
交
流
の
再
開
、
６
月
の
韓
国

外
相
来
日
と
50
周
年
記
念
日
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
、
11
月
の
日
韓
首
脳
会
談
、
そ
し
て
年

末
の
合
意
―
。
交
渉
の
表
も
裏
も
知
り
尽

く
し
た
当
事
者
な
ら
で
は
の
回
顧
談
が
続

よ
か
っ
た
」と
声
を
強
め
な
が
ら「
こ
れ

か
ら
の
履
行
が
最
も
重
要
」と
顔
を
引
き

締
め
た
。「（
日
本
が
10
億
円
を
拠
出
す
る

際
に
）日
本
で
ど
ん
な
世
論
が
起
き
る
か

心
配
だ
。
少
女
像
撤
去
を
条
件
に
し
た
り

す
る
と
韓
国
世
論
の
説
得
が
難
し
く
な

る
。
今
は
静
か
に
耐
え
て
い
く
こ
と
が
一

番
大
事
。
韓
国
政
府
が
関
連
団
体
と
協
議

す
る
雰
囲
気
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
」

　
幼
い
頃
に
日
本
へ
来
て
小
学
校
５
年
ま

で
京
都
で
育
ち
、
京
大
留
学
を
含
め
て
日

本
滞
在
は
３
回
目
。「
両
国
が
ど
ん
な
に

近
く
て
密
接
か
、あ
ら
た
め
て
確
信
し
た
。

関
係
が
深
い
国
だ
か
ら
こ
そ
問
題
が
生
じ

る
の
は
避
け
ら
れ
な
い
。
だ
が
問
題
が
起

き
た
時
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
よ
う
、
解
決

し
よ
う
と
す
る
努
力
、精
神
、姿
勢
が
互
い

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
」。自
ら
高
い
ハ
ー

ド
ル
を
乗
り
越
え
た
人
の
言
葉
は
重
い
。

　
帰
国
後
は「
個
人
的
に
両
国
関
係
発
展

の
た
め
に
努
力
し
た
い
。
も
う
１
人
の
駐

韓
日
本
大
使
の
よ
う
な
気
持
ち
で
」と
笑

わ
せ「
日
本
に
つ
い
て
正
し
い
こ
と
を
知

ら
な
い
韓
国
人
に
勇
気
を
持
っ
て
論
戦
し

な
が
ら
、
間
違
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
っ

て
い
る
と
話
し
た
い
」と
決
意
を
語
っ
た
。

　
１
９
８
７
年
以
降
、
日
本
語
で
会
見
し

た
駐
日
韓
国
大
使
は
５
人
目
と
い
う
。
し

か
し
、
こ
こ
ま
で
言
い
切
っ
た
大
使
は
い

な
か
っ
た
ろ
う
。

共
同
通
信
社
編
集
委
員
　
阪
堂
　
博
之

い
た
。

　「
両
国
関
係

改
善
に
向
け
て

前
向
き
の
道
筋

が
つ
く
ら
れ

た
」「
慰
安
婦
問

題
が
こ
う
い
う

形
で
解
決
で
き

た
の
は
本
当
に
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２
０
１
６
年
５
月
27
日
、
広
島
平
和
記

念
公
園
。
オ
バ
マ
米
大
統
領
は
演
説
を
終

え
る
と
森
重
昭
さ
ん
に
歩
み
寄
り
、
ハ
グ

し
て
背
中
を
さ
す
っ
た
。
そ
の
映
像
を
見

た
世
界
の
多
く
の
人
は
、
原
爆
を
使
っ
て

無
辜
の
市
民
を
殺
し
た
米
国
の
指
導
者
が

　「
ぼ
く
は
君
た
ち
に
憎
し
み
を
贈
る
こ

と
は
し
な
い
」

　
そ
れ
は
、
パ
リ
同
時
多
発
テ
ロ
犠
牲
者

の
遺
族
の
理
性
的
な
声
明
で
は
な
く
、
寛

容
さ
を
保
つ
大
切
さ
や
憎
悪
か
ら
は
何
も

生
ま
れ
な
い
こ
と
を
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と

し
て
訴
え
た
も
の
で
も
な
か
っ
た
。

　
愛
す
る
妻
エ
レ
ー
ヌ
さ
ん
が
自
分
た
ち

の
世
界
か
ら
突
然
い
な
く
な
っ
た
こ
と
を

受
け
止
め
き
れ
な
い
心
の
叫
び
で
あ
り
、

じ
っ
と
し
て
い
た
ら
憎
し
み
や
怒
り
に
か

ら
れ
て
し
ま
う
自
分
を
抑
え
る
た
め
に
言

葉
を
発
し
た
の
だ
。

　
息
子
を
寝
か
し
つ
け
、「
妻
が
帰
っ
て

く
る
ま
で
起
き
て
い
よ
う
」と
考
え
る
場

る
ス
ト
ー
リ
ー
だ
っ
た
。

　
米
軍
は
、
被
爆
し
た
捕
虜
は
い
な
い
、

と
長
い
間
、
否
定
し
続
け
た
。
被
爆
者
が

描
い
た
二
千
枚
以
上
の
原
爆
の
絵
を
見
る

と
、
米
兵
を
描
い
た
絵
が
二
十
数
枚
見
つ

か
っ
た
。
絵
を
描
い
た
人
に
聞
い
て
回
る

こ
と
か
ら
森
さ
ん
の
調
査
が
始
ま
っ
た
。

　「
誰
の
支
援
も
受
け
ず
、
た
っ
た
一
人

で
、
外
国
に
行
か
ず
、
や
っ
て
き
た
」

　
証
人
を
探
し
て
話
を
聞
き
、
米
軍
資
料

や
日
本
軍
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
提
出
し
た
文
書
の

矛
盾
と
誤
り
を
見
つ
け
、
被
爆
死
者
の
米

兵
12
人
を
特
定
し
た
。
遺
族
を
探
し
出
し

事
実
を
伝
え
た
。

　「
オ
バ
マ
大
統
領
は
私
の
気
持
ち
を
酌

ん
で
く
だ
さ
っ
た
。
や
っ
と
ア
メ
リ
カ
政

府
が
認
め
た
」

　
被
爆
者
の
歴
史
家
が
調
べ
な
け
れ
ば
、

12
人
の
米
兵
が
自
国
の
原
爆
で
亡
く
な
っ

た
事
実
は
埋
も
れ
た
ま
ま
だ
っ
た
。
あ
の

ハ
グ
を
感
動
の
和
解
と
呼
ん
で
美
化
す
る

の
は
単
純
す
ぎ
る
だ
ろ
う
。

　
森
さ
ん
に
続
き
、
民
間
組
織「
捕
虜
　

日
米
の
対
話
」東
京
代
表
の
伊
吹
由
歌
子

さ
ん
が
、
連
合
軍
の
元
捕
虜
と
の
交
流
を

写
真
を
紹
介
し
な
が
ら
語
っ
た
。
米
兵
捕

虜
の
運
命
を
証
言
で
つ
づ
っ
た
森
さ
ん
が

主
人
公
の
米
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

「Paper Lanterns 

灯
籠
流
し
」の
プ
レ

ス
向
け
初
の
上
映
も
行
わ
れ
た
。

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
顧
問
　
中
井
　
良
則

の
気
持
ち
は
揺
れ
動
き
、
居
場
所
も
な
く

さ
ま
よ
い
続
け
て
い
る
。
会
見
で
も「
自

分
自
身
の
た
め
に
書
い
た
の
で
す
」と
語

っ
た
。

　
フ
ラ
ン
ス
人
が
信
条
と
す
る「
自
由
」

を
幾
度
か
強
調
し
た
。「
息
子
さ
ん
が
犯

人
に
憎
し
み
を
抱
い
た
ら
ど
う
し
ま
す

か
」と
の
問
い
に
、「
自
由
で
い
ら
れ
る

よ
う
、
強
く
な
れ
る
よ
う
、
そ
の
方
法
を

メ
ル
ヴ
ィ
ン
に
与
え
て
い
き
ま
す
」と
答

え
た
。
憎
し
み
や
怒
り
、
恐
れ
に
と
ら
わ

れ
た
く
な
い
の
は
、
何
よ
り
も
心
が
自
由

で
は
い
ら
れ
な
く
な
る
か
ら
だ
ろ
う
。

　
質
疑
応
答
は
、
時
に
禅
問
答
の
よ
う
に

な
っ
た
。
最
初
は
、
そ
う
し
た
や
り
と
り

に
戸
惑
っ
た
が
、
次
第
に
彼
の
言
い
た
い

こ
と
が
の
み
込
め
て
き
た
。

　
す
ぐ
に
道
を
求
め
よ
う
と
し
て
い
な
い

か
、
わ
か
り
や
す
い
答
え
を
欲
し
が
っ
て

い
な
い
か
。
そ
し
て
、
私
に
何
か
教
え
を

乞
お
う
と
い
う
気
で
し
ょ
う
か
、
と
。

　
た
と
え
ば
、
欧
州
を
覆
う
移
民
問
題
、

難
民
問
題
へ
の
見
解
を
求
め
ら
れ
、
彼
は

こ
う
答
え
た
。「
完
璧
な
答
え
が
あ
っ
た

ら
ど
ん
な
に
か
い
い
か
と
思
う
。
だ
が
、

私
も
皆
さ
ん
も
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
す
。

『
こ
れ
ぞ
真
実
！
』と
い
う
の
に
は
疑
っ

て
か
か
る
人
間
で
は
な
い
で
す
か
」

　
道
を
示
す
よ
り
も
、
問
い
続
け
る
こ
と

が
大
切
な
の
だ
と
受
け
取
っ
た
。

毎
日
新
聞
社
論
説
委
員
　
中
村
　
秀
明

面
か
ら
始
ま

る
彼
の
著
書

を
読
み
進
め

て
い
く
と
、

そ
う
思
え
て

く
る
。

　
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
へ
の

投
稿
は
事
件

の
３
日
後
。

そ
の
間
に
彼

71
年
後
、
年
老
い
た
被
爆
者
を
抱
き
し
め

和
解
に
至
っ
た
、
と
解
釈
し
た
だ
ろ
う
。

だ
が
、
あ
の
光
景
は
そ
ん
な
に
わ
か
り
や

す
く
美
し
い
物
語
の
結
末
で
は
な
か
っ

た
。

　
森
さ
ん
が
語
っ
た
の
は
、
米
兵
捕
虜
12

人
が
被
爆
死
し
た
事
実
を
い
か
に
た
っ
た

一
人
の
被
爆
者
が
突
き
止
め
た
か
、
と
い

う
複
雑
で
重
く
、
聞
く
者
の
心
を
揺
さ
ぶ

森も
り

　重し
げ

昭あ
き

　
さ
ん

オ
バ
マ
大
統
領
の

ハ
グ
に
隠
さ
れ
た
意
味

ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
レ
リ
ス
　

仏
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

レ
リ
ス
さ
ん
か
ら
の
贈
り
物

米兵捕虜12人の被爆死をたった一人で
突き止めた森さん



13 ⃝日本記者クラブ会報　2016.7.10　No.557

受 賞記念講演会

　
今
年
度
の
日
本

記
者
ク
ラ
ブ
賞
を

受
賞
し
た
読
売
新

聞
社
編
集
委
員
の

尾
崎
真
理
子
さ
ん

と
、
同
特
別
賞
の

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
・
堀
川
惠
子
さ

ん
の
受
賞
記
念
講

演
会
が
６
月
７
日

夜
、
プ
レ
ス
セ
ン

タ
ー
10
階
ホ
ー
ル

で
開
か
れ
た
。

　
尾
崎
さ
ん
は
講

演
の
前
半
、
受
賞

摘
し
た
上
で「
本
人
も
意
識
し
な
か
っ
た

先
見
性
」と
評
価
し
た
。

　
後
半
は
文
芸
記
者
編
。
村
上
春
樹
の

『
１
Ｑ
８
４
』や
川
上
弘
美
の
近
作
、津
島

佑
子
の
遺
作
な
ど
同
時
代
の
作
家
を
取
り

上
げ
な
が
ら
、「
作
家
と
は
、
直
観
力
が

あ
り
想
像
力
を
駆
使
し
時
代
全
体
を
引
き

受
け
る
存
在
」と
位
置
づ
け
、
自
ら
も「
シ

ン
プ
ル
に
直
観
す
る
能
力
を
研
ぎ
澄
ま

し
、
同
時
代
の
重
要
な
人
に
聞
き
、
次
の

時
代
に
伝
え
た
い
」と
抱
負
を
述
べ
た
。

　
そ
し
て
作
品
に
託
し
て
、
活
字
文
化
の

重
要
性
と
復
権
を
語
る
中
で
、
石
井
の

《
い
の
ち
が
け
の
仕
事
が「
文
化
」》の
言

葉
を
引
い
た
と
こ
ろ
に
、
単
な
る
共
感
以

上
の
今
後
に
期
す
文
芸
記
者
と
し
て
の
尾

崎
さ
ん
の
覚
悟
の
ほ
ど
を
感
じ
た
。

　
用
意
し
た
緻
密
な
草
稿
を
元
に
話
を
進

め
た
尾
崎
さ
ん
に
対
し
て
、「
私
は
台
本

な
し
で
…
」
と
切
り
出
し
た
堀
川
さ
ん

は
、
広
島
で
の
民
放
記
者
12
年
と
フ
リ
ー

12
年
の
足
跡
を
た
ど
り
、
取
材
の
醍
醐
味

や
面
白
さ
を
歯
切
れ
よ
く
語
っ
た
。

　「
尾
崎
さ
ん
は
小
説
家
は
現
実
世
界
の

違
和
感
を
、
私
の
言
葉
で
言
え
ば〝
消
化

し
て
い
く
〟作
業
と
言
わ
れ
た
が
、
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
は
フ
ァ
ク
ト
を
探
し
、
積
み

い
。
尾
崎
さ
ん
た
ち
先
輩
が
進
路
を
開
い

て
く
れ
た
」

　「
ラ
ッ
キ
ー
の
１
つ
は
警
察
担
当
の
３

年
間
に
尽
き
る
と
思
う
」―
等
々
、
記
者

と
し
て
の
原
体
験
や
信
念
、
さ
ら
に
は
満

足
感
も
伝
わ
り
、
若
手
記
者
た
ち
に
聞
か

せ
た
い
よ
う
な
中
身
で
も
あ
っ
た
。

　
特
別
賞
の『
原
爆
供
養
塔
　
忘
れ
ら
れ

た
遺
骨
の
70
年
』（
文
藝
春
秋
）は
気
に
な

り
な
が
ら
長
く
放
置
し
て
い
た
テ
ー
マ

で
、
戦
後
70
年
た
ち
遺
骨
の
身
元
探
し
を

始
め
た
。
原
稿
に「
形
容
詞
を
使
わ
な
い
」

と
決
め
た
。「
３
～
４
千
度
の
熱
さ
に
焼

か
れ
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
書
け
ば

書
く
ほ
ど
嘘
に
な
る
」か
ら
。
遺
骨
に
は

沖
縄
の
兵
士
や
和
歌
山
の
看
護
婦
も
あ
り

「
日
本
の
縮
図
が
広
島
に
あ
っ
た
」が
、

そ
れ
は
市
史
に
も
ま
だ
書
か
れ
て
い
な
い

側
面
だ
。

　
本
を
出
し
て
社
会
が
す
ぐ
変
わ
る
わ
け

で
は
な
い
。「
で
も
爪
を
立
て
て
お
く
と
、

2016年度日本記者クラブ賞・同特別賞
受賞記念講演会

女性記者の受賞が増えそうな予感
千野　境子

対
象
で
あ
る『
ひ
み
つ
の
王
国
　
評
伝
　

石
井
桃
子
』（
新
潮
社
）の
中
か
ら
終
戦
後
、

友
人
と
宮
城
県
で
始
め
た
農
業
・
酪
農
の

開
墾
生
活
の
時
代
に
焦
点
を
当
て
た
。

　「
お
国
の
た
め（
戦
争
協
力
）へ
の
贖
罪

意
識
で
は
な
い
か
と
本
に
書
い
た
が
、
喜

び
も
楽
し
み
も

あ
っ
た
の
で
は
」

と
、
そ
の
先
駆

的
な
仕
事
観
や

自
立
の
意
志
の

強
さ
な
ど
を
指

シ
ン
プ
ル
に
直
観
す
る
能
力
を
研
ぎ
澄
ま
す

尾
崎
真
理
子
さ
ん

10
年
、20
年
後
の
誰
か
に
向
け
爪
を
立
て
て
お
く

堀
川
惠
子
さ
ん

10
年
、
20
年
後
に
誰
か
が
や
っ
て
く
れ
る

か
も
し
れ
な
い
」。「
取
材
に
終
わ
り
は
な

く
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
ま
い
り
た
い
」

と
決
意
表
明
の
よ
う
に
講
演
を
終
え
た
。

　
質
疑
応
答
は
割
愛
す
る
の
で
記
者
ク
ラ

ブ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ぜ
ひ
ア
ク
セ
ス
を
。

　
２
人
の
有
無
を
言
わ
さ
ぬ
仕
事
ぶ
り

と
、
参
加
者
の
共
感
と
が
ハ
ー
モ
ナ
イ
ズ

し
た
よ
う
な
会
場
。
男
女
雇
用
均
等
法
も

支
局
勤
務
も
サ
ツ
回
り
も
な
い
時
代
に
記

者
と
な
っ
た
筆
者
に
と
っ
て
も
、
女
性
記

者
の
受
賞
が
今
後
確
実
に
増
え
る
こ
と
を

予
感
さ
せ
る
愉
快
な
一
夜
で
し
た
。

（
ち
の
・
け
い
こ
　
元
産
経
新
聞
論
説
委
員
長
）

重
ね
る
こ
と
、

こ
の
１
点
」

　「（
仕
事
で
）

女
と
し
て
困
っ

た
こ
と
、
損
を

し
た
こ
と
は
な

【
６
・
７（
火
）出
席
：
94
人（
会
員
29
人
、
一
般

65
人
）／
動
画
／
会
見
詳
録
】
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３
回
目
の
テ
ー
マ

は「
初
め
て
の
Ｇ
Ｉ

Ｓ
」。
ど
れ
だ
け
初

心
者
向
け
と
い
わ
れ

て
も
、
毎
回
、
私
の

理
解
力
を
は
る
か
に

超
え
た
内
容
に
思
え

る
記
者
ゼ
ミ
の
講
義

だ
が
、
よ
う
や
く
聞

き
慣
れ
な
い
ア
ル
フ

ァ
ベ
ッ
ト
表
記
を
目

に
し
て
も
、
う
ろ
た

え
な
く
な
っ
て
き
た

よ
う
な
気
が
す
る
。

い
く
ら
か
は
デ
ジ
タ

ル
世
界
へ
の
抵
抗
感
が
薄
れ
て
き
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

　
今
回
は
地
理
空
間
情
報
を
視
覚
的
に
表

示
す
る
と
い
う
。
前
回
、
前
々
回
と
比
べ

て
内
容
が
わ
か
り
や
す
か
っ
た
。
も
ち
ろ

ん
ソ
フ
ト
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に
て
こ
ず

り
、
講
義
中
も
つ
い
て
い
け
ず
に
た
び
た

び
遅
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
何
よ
り
も
地
図

に
デ
ー
タ
を
反
映
さ
せ
る
行
為
と
そ
の
成

果
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
都
道
府
県
別
の
人
口
分
布
を
地
図
上
に

色
別
で
表
示
し
た
り
、
熊
本
地
震
の
震
度

紙
と
鉛
筆
を
使
っ
た
作
業
だ
。
し
か
も
単

純
な
数
字
に
限
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
Ｑ
Ｇ

Ｉ
Ｓ
を
使
う
と
、
世
界
中
に
あ
る
デ
ー
タ

を
使
っ
て
、
も
っ
と
面
白
い
こ
と
が
で
き

る
か
も
し
れ
な
い
。
勝
手
に
妄
想
が
膨
ら

ん
で
い
っ
た
。

　
足
と
手
を
動
か
せ
ば
よ
い
―
―
。
記
者

歴
が
10
年
を
超
え
る
と
、
こ
う
し
た
固
定

観
念
か
ら
抜
け
出
せ
な
く
な
っ
て
く
る
。

だ
が
時
代
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
に

も
気
が
つ
い
て
い
た
。
そ
れ
に
目
を
向
け

よ
う
と
せ
ず
に
い
た
と
こ
ろ
、
記
者
ゼ
ミ

に
参
加
す
る
機
会
を
も
ら
っ
た
。
毎
回
、

新
鮮
な
発
見
と
驚
き
、
そ
し
て
も
っ
と
早

く
取
り
組
め
ば
よ
か
っ
た
と
い
う
後
悔
ば

か
り
だ
が
、
こ
れ
か
ら
始
め
れ
ば
何
と
か

な
る
は
ず
と
い
う
期
待
感
も
少
し
あ
る
。

　
よ
ど
み
な
く
話
す
講
師
が
ま
ぶ
し
く
見

デ
ー
タ
を
地
図
上
に
落
と
し

込
ん
だ
り
す
る
こ
と
は
、

日
々
の
業
務
で
似
た
よ
う
な

こ
と
を
し
て
い
た
。た
だ
し
、

え
る
の
は
、
自
分
だ
け
だ
ろ
う
か
。
同
じ

業
界
に
い
な
が
ら
接
点
が
な
か
っ
た
人
た

ち
と
デ
ジ
タ
ル
記
者
を
め
ざ
し
て
パ
ソ
コ

ン
に
向
き
合
う
姿
は
ラ
イ
バ
ル
で
あ
り
、

仲
間
で
も
あ
る
。
だ
が
や
は
り
、
負
け
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
と
思
う
。

日
本
経
済
新
聞
社
メ
デ
ィ
ア
戦
略
部古

山
　
和
弘

記者ゼミ／試写 会

ＧＩＳ入門

固定観念からの脱却めざし
初めてのデジタル修行

６・７（火）講師：山本智・ＮＨＫ報道局ネット報道部チーフプロデュー
サー／出席：38人

＊
Ｇ
Ｉ
Ｓ（Geographic Inform

ation System

）

地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
。
位
置
や
空
間
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
用
い

て
重
ね
合
わ
せ
、
情
報
の
分
析
・
解
析
を
行
っ

た
り
、
情
報
を
視
覚
的
に
表
示
さ
せ
た
り
す
る
。

Ｑ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
は
こ
の
操
作
を
行
う
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
無
料
入
手
で
き
る
。

シアター・
プノンペン

　
古
ぼ
け
た
ス
ク
リ
ー
ン
に
、
ヒ
ロ
イ
ン
が
映

し
出
さ
れ
る
。
ク
メ
ー
ル
王
国
を
舞
台
に
し
た

ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
。
奔
放
な
女
子
学
生
、
ソ
ポ

ン
が
、
廃
墟
と
な
っ
た
映
画
館
に
迷
い
込
ん
で

見
た
も
の
は
、
映
画
女
優
だ
っ
た
若
き
母
の
姿

だ
っ
た
―
―
。

　
旧
ポ
ル
・
ポ
ト
派
の
ク
メ
ー
ル
・
ル
ー
ジ
ュ

の
大
虐
殺
を
題
材
に
し
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
映
画

「
シ
ア
タ
ー
・
プ
ノ
ン
ペ
ン
」（
２
０
１
４
年
）は
、

郷
愁
の
色
を
帯
び
た
物
語
の
幕
開
け
か
ら
暗
黒

の
時
代
へ
と
さ
か
の
ぼ
る
。
母
と
父
、
映
画
館

の
元
主
人
ら
の
愛
憎
が
虐
殺
事
件
と
絡
み
合

い
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
人
々
の
重
い
過
去
を
浮
き

彫
り
に
す
る
。

　
企
画
し
た
の
は
、
同
作
品
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
初

の
女
性
監
督
と
な
っ
た
ソ
ト
・
ク
ォ
ー
リ
ー
カ

ー
さ
ん（
42
）だ
。「
海
外
か
ら
や
っ
て
く
る
記

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
数
々
の
取
材
や
映
画
の
ロ

ケ
な
ど
に
関
わ
る
う
ち
に「
自
分
た
ち
の
視
点

で
あ
の
大
虐
殺
を
描
こ
う
」と
心
に
決
め
た
。

１
つ
の
国
に
、
か
つ
て
の
加
害
者
と
被
害
者
が

共
に
生
き
て
い
る
。
そ
の
不
条
理
と
苦
悩
が
、

ス
ト
ー
リ
ー
の
随
所
に
散
り
ば
め
ら
れ
て
い

る
。

　
考
え
て
み
れ
ば
、
日
本
も
植
民
地
支
配
時
代

は
抑
圧
す
る
側
に
あ
り
、
朝
鮮
半
島
分
断
の
責

任
を
問
わ
れ
る
立
場
に
あ
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

街
を
背
景
に
し
た
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
映
像
に

見
入
り
な
が
ら
、
こ
の
国
の
あ
り
よ
う
を
重
ね

合
わ
せ
た
。

★
監
督
一
家
が
来
日

　
日
本
で
の
公
開
前
の
５
月
下
旬
、
ソ
ト
・
ク

ォ
ー
リ
ー
カ
ー
さ
ん
が
家
族
と
来
日
し
た（
写

真
＝
右
が
ソ
ト
監
督
、
筆
者
撮
影
）。
東
京
の

国
際
交
流
基
金
で
、
ソ
ト
監
督
と
女
優
の
渡
辺

え
り
さ
ん
と
の
対
談
が
あ
っ
た
。

　
映
画
の
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
は
、
ソ
ト
監
督
の
夫
ニ
ッ
ク
・
レ
イ
さ
ん

（
43
）＝
英
国
出
身
＝
と
母
タ
ン（
68
）さ
ん
ら

が
務
め「
ほ
と
ん
ど
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ネ
ー
で
製

作
し
た
」と
言
う
。「
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
ま
だ
ま

だ
男
性
中
心
の
社
会
。
女
性
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

伝
え
る
の
は
難
し
い
」と
ソ
ト
監
督
が
言
う

と
、
渡
辺
さ
ん
は「
日
本
で
も
大
変
。
監
督
が

こ
の
よ
う
な
映
画
を
つ
く
っ
て
く
れ
て
う
れ
し

い
」と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。「
こ
の
映
画
は
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
歴
史
と
家
族
の
物
語
で
す
が
、
現

代
の
社
会
や
豊
か
な
自
然
の
風
景
も
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
」と
ソ
ト
監
督
は
話
し
て
い
た
。

毎
日
新
聞
社
会
部
　
明
珍
　
美
紀

者
た
ち
は
主
に
ク

メ
ー
ル
・
ル
ー
ジ

ュ
の
実
態
や
情
報

を
追
い
か
け
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
人
の
内

面
に
目
を
向
け
る

こ
と
は
な
か
っ
た
」

　
現
地
コ
ー
デ
ィ

ラブストーリーに
織り込まれる
カンボジアの苦悩

©
2014 H

A
N

U
M

A
N

 CO
.LT

D

東
京
・
岩
波
ホ
ー
ル
で
上
映
中
　
ほ
か
全
国
順
次
公
開
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英
Ｅ
Ｕ
離
脱
　
国
民
投
票 

梅
原
　
季
哉（
朝
日
新
聞
社
）

五
里
霧
中
の
あ
げ
く
衝
撃
の
結
果

　
　「
内
向
き
対
応
」に
も
苦
慮

　
英
国
は
欧
州
連
合（
Ｅ
Ｕ
）に
と
ど
ま

り
続
け
る
の
か
、
決
別
し
て
去
る
の
か
。

６
月
23
日
の
国
民
投
票
で
示
さ
れ
た
民
意

は
衝
撃
的
な「
離
脱
」を
選
ん
だ
。

　「
独
立
し
た
英
国
の
夜
明
け
が
来
て
い

る
」。
24
日
午
前
４
時（
日
本
時
間
同
日

午
後
０
時
半
）ご
ろ
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
を
党
是

と
す
る
英
国
独
立
党（
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
）が
ロ

ン
ド
ン
中
心
部
で
開
い
た
集
会
で
、
フ
ァ

ラ
ー
ジ
党
首
が「
勝
利
宣
言
」に
踏
み
切

っ
た
。
約
半
時
間
後
、
英
テ
レ
ビ
各
局
が

「
離
脱
派
勝
利
」と
伝
え
た
時
に
は
、
窓

の
外
は
も
う
す
っ
か
り
白
ん
で
い
た
。

６
月
に
入
り
風
向
き
変
わ
る 

世
論
調
査
も
逆
転

　
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
が
国
民
投
票
実
施
の

方
針
を
示
し
た
の
は
２
０
１
３
年
１
月
。

そ
の
後
、
昨
年
５
月
の
総
選
挙
を
経
て
、

今
年
２
月
に
や
っ
と
投
票
日
が
設
定
さ
れ

た
。
公
式
に
選
挙
戦
が
始
ま
っ
た
の
は
４

月
15
日
。
長
丁
場
だ
っ
た
。

　
だ
が
、
実
際
に
盛
り
上
が
り
を
み
せ
た

の
は
や
は
り
終
盤
、
６
月
に
入
っ
て
か
ら

だ
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
風
向
き
が

変
わ
り
、
残
留
派
が
ず
っ
と
優
位
を
示
し

て
い
た
世
論
調
査
で
、
離
脱
派
逆
転
の
兆

候
が
相
次
い
で
伝
え
ら
れ
た
。

　
英
国
は
Ｅ
Ｕ
の
中
で
、
人
口
比
で
第
３

位
、
経
済
規
模
で
み
れ
ば
第
２
位
と
い
う

存
在
感
を
持
つ
。
そ
の
英
国
が
Ｅ
Ｕ
か
ら

抜
け
て
し
ま
え
ば
、
影
響
は
計
り
知
れ
な

い
。
危
機
シ
ナ
リ
オ
が
じ
わ
り
と
現
実
味

を
帯
び
た
中
、
こ
れ
ま
で
こ
の
問
題
に
関

心
を
払
っ
て
こ
な
か
っ
た
多
く
の
読
者
か

ら
の「
そ
も
そ
も
な
ぜ
離
脱
を
志
向
す
る

の
か
」と
い
う
、
素
朴
な
疑
問
に
答
え
ら

れ
る
よ
う
な
報
道
の
需
要
も
高
ま
っ
た
。

　
た
だ
、
そ
の
時
点
で
は
、
必
ず
離
脱
と

言
い
切
れ
る
か
と
な
る
と
、
正
直
、
五
里

霧
中
だ
っ
た
。
14
年
９
月
の
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
独
立
住
民
投
票
や
、
昨
年
５
月
の
総

選
挙
で
、
英
国
の
世
論
調
査
各
社
の
最
近

の
予
測
実
績
は
お
世
辞
に
も
的
確
と
は
い

え
な
い
も
の
だ
っ
た
か
ら
だ
。

　
確
実
に
い
え
る
の
は
、
予
断
を
持
つ
の

は
厳
禁
と
い
う
こ
と
だ
け
。
ど
う
転
ん
で

も
対
応
で
き
る
よ
う
、
粛
々
と
取
材
デ
ー

タ
を
積
み
重
ね
る
し
か
な
か
っ
た
。

海
外
メ
デ
ィ
ア
対
応
は
後
回
し 

単
純
で
な
い
構
図
伝
え
る
難
し
さ
も

　
困
り
ダ
ネ
の
１
つ
が
、
特
に
離
脱
派
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
る「
内
向
き
志
向
」な

報
道
対
応
だ
っ
た
。
公
式
の
離
脱
派
団
体

の「
顔
」は
、
保
守
党
内
で
キ
ャ
メ
ロ
ン

首
相
と
た
も
と
を
分
か
っ
た
ジ
ョ
ン
ソ

ン
・
前
ロ
ン
ド
ン
市
長
。
だ
が
、
彼
の
遊

説
日
程
を
離
脱
派
に
問
い
合
わ
せ
て
も
、

票
に
つ
な
が
ら
な
い
海
外
メ
デ
ィ
ア
へ
の

対
応
は
後
回
し
に
さ
れ
、
さ
っ
ぱ
り
つ
か

め
な
い
。
同
僚
の
一
人
は
、
離
脱
派
サ
イ

ト
で
見
つ
け
た
め
ぼ
し
い
集
会
に
出
向

き
、
地
道
に
ウ
オ
ッ
チ
を
続
け
た
。

　
英
国
社
会
は
、
良
く
言
え
ば
政
治
的
多

様
性
に
富
み
、
悪
く
言
え
ば
細
か
く
分
極

化
さ
れ
て
い
る
。
与
党
保
守
党
、
野
党
第

１
党
の
労
働
党
と
も
、
残
留
、
離
脱
に
所

属
議
員
ら
の
支
持
が
分
か
れ
た
。
逆
に
い

え
ば
、両
派
と
も
寄
り
合
い
所
帯
で
あ
り
、

そ
の
意
見
は
ま
だ
ら
模
様
で
、
単
純
に
線

引
き
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
多
い
。
そ
れ
を

日
本
の
読
者
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
の

は
な
お
さ
ら
難
し
か
っ
た
。

　
最
終
盤
に
は
、
残
留
派
に
属
し
た
労
働

党
の
女
性
下
院
議
員
、
ジ
ョ
ー
・
コ
ッ
ク

ス
さ
ん
が
選
挙
区
で
、
52
歳
の
男
に
射
殺

さ
れ
る
と
い
う
衝
撃
的
な
事
件
が
起
き

た
。
残
留
・
離
脱
両
派
と
も
２
日
間
、
運

動
を
自
粛
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
事
件
の

影
響
で
、
同
情
票
が
流
れ
、
残
留
派
優
位

に
働
く
の
で
は
な
い
か
、
と
の
観
測
は
結

果
と
し
て
は
空
振
り
だ
っ
た
。

　
ふ
だ
ん
４
人
の
特
派
員
が
駐
在
し
て
い

る
ロ
ン
ド
ン
に
は
、
投
票
日
ま
で
に
応
援

で
欧
州
他
地
域
と
東
京
か
ら
４
人
の
記
者

が
現
地
入
り
。
離
脱
の
結
果
を
受
け
て
、

さ
ら
に
２
人
増
強
さ
れ
た
。

　
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
が
辞
意
表
明
す
る
な

ど
英
政
界
を
液
状
化
さ
せ
、
世
界
経
済
に

と
っ
て
も
激
震
と
な
っ
た
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離

脱
。
離
脱
条
件
を
め
ぐ
る
Ｅ
Ｕ
と
の
交
渉

は
こ
れ
か
ら
で
、
今
後
も
目
を
離
せ
な
い

取
材
が
続
き
そ
う
だ
。

う
め
は
ら
・
と
し
や
▼
１
９
８
８
年
入
社
　
国

際
報
道
部
　
東
京
社
会
部
デ
ス
ク
な
ど
を
経

て
　
６
月
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
総
局
長
　
７
月
か

ら
編
成
局
長
補
佐

ロンドンのトラファルガー広場で開かれたコックス議員を
追悼する集会。「同情票が残留派に流れ優位」との観
測は空振りに終わった（山尾有紀恵・朝日新聞記者撮影）

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート
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舛
添
都
知
事
辞
職 

清
水
　
正
樹（
フ
ジ
テ
レ
ビ
）

よ
み
が
え
る
２
年
前
の
苦
い
記
憶

　
　〝
辞
め
て
幕
引
き
〟は
許
さ
な
い

　
ど
こ
で
道
を
間
違
え
て
し
ま
っ
た
の

か
？
　
華
や
か
な
セ
レ
モ
ニ
ー
も
花
束
贈

呈
も
な
く
、
幹
部
職
員
８
人
だ
け
が
見
送

る
中
、男
は
無
言
で
都
庁
舎
を
後
に
し
た
。

男
の
名
は
舛
添
要
一
。

　
私
た
ち
の
最
初
の
ス
ク
ー
プ
は
幸
運
だ

っ
た
。追
い
か
け
て
い
た
の
は
絵
画
取
引
。

追
っ
て
い
た
取
引
相
手
か
ら「
ヤ
フ
オ
ク

（
ヤ
フ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
）の
件
？
」と
い

う
意
外
な
話
が
飛
び
出
し
た
。
よ
く
聞
い

て
み
る
と
舛
添
氏
は
絵
画
を
ヤ
フ
オ
ク
を

通
じ
て
落
札
し
て
い
た
と
い
う
の
だ
。
し

か
も
使
用
し
て
い
た
Ｉ
Ｄ
は
本
名
の「
ｙ

ｍ
ａ
ｓ
ｕ
ｚ
ｏ
ｅ
」。
私
た
ち
が
こ
の
ヤ

フ
オ
ク
取
引
を
報
道
す
る
と
、
舛
添
氏
は

そ
れ
が
自
分
で
あ
っ
た
と
認
め
た
。

タ
マ
ゴ
サ
ン
ド
と
出
版
社
社
長 

２
つ
の
疑
惑
を
追
え
！

　
舛
添
氏
は
勉
強
家
だ
。
だ
が
、
そ
れ
が

仇
と
な
っ
た
。
あ
の
第
三
者
調
査
だ
。
調

査
結
果
を
公
表
し
た
弁
護
士
た
ち
は
会
見

で「
違
法
性
は
な
い
」と
繰
り
返
し
た
。

法
に
反
し
な
け
れ
ば
よ
し
と
す
る
か
の
よ

う
な
や
り
方
、
そ
れ
が
世
論
の
怒
り
に
火

を
付
け
た
。
私
た
ち
は
取
材
チ
ー
ム
を
立

ち
上
げ
、
こ
の
第
三
者
調
査
に
問
題
は
な

い
か
検
証
を
開
始
し
た
。

　
注
目
し
た
の
は
２
つ
の
疑
惑
。
ひ
と
つ

め
は
１
万
８
０
０
０
円
も
支
払
っ
た
と
す

る
喫
茶
店
の
領
収
書
の
真
偽
だ
。
当
の
喫

茶
店
を
取
材
す
る
と
、
タ
マ
ゴ
サ
ン
ド
30

人
分
と
い
う
注
文
が
事
実
で
あ
れ
ば
覚
え

て
い
る
は
ず
な
の
に
、
記
憶
は
な
い
と
い

う
。
私
た
ち
は
実
際
に
タ
マ
ゴ
サ
ン
ド
30

人
分
を
作
っ
て
く
れ
る
喫
茶
店
を
探
し
出

し
、
調
理
に
は
た
っ
ぷ
り
２
時
間
か
か
る

〝
特
殊
性
〟を
示
し
て
み
せ
た
。

　
次
に
舛
添
問
題
の
核
心
、「
正
月
に
面

会
し
た
出
版
社
社
長
」は
実
在
す
る
の

か
？
　
私
た
ち
は
ロ
ー
ラ
ー
作
戦
で
元
新

聞
記
者
が
社
長
を
務
め
る
出
版
社
に
た
ど

り
着
い
た
が
、
肝
心
の
社
長
は
昨
年
秋
に

死
亡
し
て
い
た
。
こ
こ
ま
で
か
と
思
っ
た

時
、
そ
の
会
社
の
登
記
簿
の
役
員
に
名
前

が
あ
っ
た
女
性
を
追
跡
す
る
と
、
タ
マ
ゴ

サ
ン
ド
30
人
分
の
納
入
先
と
つ
な
が
っ
た
。

　
彼
女
こ
そ
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
か
も
し
れ
な

い
。
取
材
チ
ー
ム
は
こ
の
女
性
を
探
し
出

し「
出
版
社
社
長
は
名
前
を
使
わ
れ
た
だ

け
じ
ゃ
な
い
？
」と
の
証
言
を
得
た
。〝
死

人
に
口
な
し
〟な
の
か
？
　
し
か
し
そ
れ

を
裏
付
け
る
証
拠
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

ど
う
扱
う
か
？
　
私
た
ち
は
オ
ン
エ
ア
前

日
の
夜
ま
で
弁
護
士
を
交
え
て
検
討
し
、

一
定
の
条
件
付
き
で
報
道
に
踏
み
切
っ
た
。

　
放
送
は
６
月
12
日
。
翌
日
に
は
注
目
の

都
議
会
総
務
委
員
会
が
予
定
さ
れ
て
い

た
。
番
組
に
出
演
し
た
下
村
博
文
氏
は
取

材
ビ
デ
オ
を
見
た
後
、
自
民
党
も
不
信
任

決
議
案
に
賛
成
す
る
可
能
性
を
示
唆
し

た
。
こ
の
発
言
は
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
で
報

道
さ
れ
、
こ
れ
を
境
に
都
議
会
は
舛
添
辞

職
に
大
き
く
傾
い
た
。

ラ
イ
バ
ル
Ｂ
誌
と
鉢
合
わ
せ 

徹
夜
で
我
慢
く
ら
べ

　
舛
添
氏
が
辞
職
し
た
こ
ろ
か
ら
、
世
論

の
空
気
が
変
化
を
始
め
た
。「
い
つ
ま
で

舛
添
追
及
を
す
る
ん
だ
。
も
う
い
い
の
で

は
？
」と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。
果

た
し
て
そ
う
な
の
か
と
思
う
。

　
私
た
ち
は
一
連
の
舛
添
報
道
を
通
じ
て

反
省
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
２
年
前
、

舛
添
氏
が
政
治
と
カ
ネ
の
問
題
を
指
摘
さ

れ
た
時
の
こ
と
。
私
た
ち
を
含
め
多
く
の

メ
デ
ィ
ア
は
問
題
を
追
及
し
な
い
ま
ま
放

置
し
て
し
ま
っ
た
。
今
回
、
舛
添
氏
は
何

も
語
ら
ず
辞
職
し
た
。
こ
の
ま
ま
真
相
が

明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
第
２
の
舛
添
問

題
が
起
き
か
ね
な
い
。
後
任
を
決
め
る
都

知
事
選
は
相
変
わ
ら
ず
の
知
名
度
優
先
な

の
だ
。

　
紙
面
の
都
合
上
、
そ
ろ
そ
ろ
筆
を
置
か

ね
ば
な
ら
な
い
が
、
最
後
に
短
く
取
材
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
。

　
今
回
、
取
材
チ
ー
ム
が
居
酒
屋
で
関
係

者
取
材
を
狙
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
男
女
３

人
組
に
遭
遇
。
彼
ら
こ
そ
今
回
の
舛
添
問

題
の
火
付
け
役
と
な
っ
た
Ｂ
週
刊
誌
の
取

材
班
だ
っ
た
の
だ
。
夜
７
時
半
ご
ろ
か
ら

お
互
い
粘
り
に
粘
っ
て
、
閉
店
後
の
午
前

３
時
、
両
社
と
も
取
材
に
成
功
し
た
が
、

放
送
日
は
私
た
ち
が
若
干
早
く
、
そ
の
数

日
後
に
発
行
さ
れ
た
Ｂ
誌
の
舛
添
特
集
に

あ
っ
た
居
酒
屋
関
係
者
の
話
は
わ
ず
か
数

行
の
み
。
あ
の
夜
、
彼
ら
が
流
し
た
汗
に

敬
意
を
表
し
た
い
。

し
み
ず
・
ま
さ
き
▼
１
９
９
０
年
入
社
　
ス
ー

パ
ー
タ
イ
ム
　
ニ
ュ
ー
ス
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
な
ど
報

道
番
組
を
担
当
　
６
月
ま
で
報
道
番
組
部
長
　

現
在
　
情
報
制
作
局
局
次
長

一線記者の取材リポート� ワーキングプレ ス

「新報道2001」の番組画面から（フジテレビ提供）
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け
て
い
る
自
分
が
い
た
。
こ
う
い
う
人
の

た
め
に
も「
何
が
起
き
た
の
か
正
確
に
伝

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
放
送
を
始
め
な

け
れ
ば
」と
会
社
に
足
を
向
け
た
。

　
着
い
た
局
舎
の
様
子
は
数
時
間
前
か
ら

一
変
し
て
い
た
。全
館
が
停
電
し
て
い
た
。

２
日
前
の
震
度
６
弱
の
揺
れ
に
耐
え
た
フ

ロ
ア
は
棚
が
崩
れ
、
暗
闇
の
中
、
無
停
電

装
置
に
直
結
し
て
い
る
モ
ニ
タ
ー
数
台
が

弱
い
光
を
放
っ
て
い
た
。
放
送
を
送
出
す

る
副
調
整
室
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
、
そ
し

て
取
材
団
を
編
成
し
直
し
、
ス
タ
ジ
オ
か

ら
熊
本
県
内
、
全
国
に
向
け
地
震
の
情
報

を
出
す
。
電
気
が
回
復
す
る
と
と
も
に
、

テ
レ
ビ
局
と
し
て
の
機
能
を
取
り
戻
し
て

い
っ
た
。

■
取
材
拠
点
、
そ
し
て
生
活
の
拠
点
に

　
Ｊ
Ｒ
熊
本
駅
近
く
の
熊
本
朝
日
放
送
本

社
の
停
電
は
間
も
な
く
解
消
さ
れ
た
が
、

水
道
は
復
旧
す
る
ま
で
１
週
間
、
ガ
ス
は

10
日
以
上
か
か
っ
た
。
テ
レ
ビ
朝
日
系
列

の
Ａ
Ｎ
Ｎ
取
材
団
の
本
部
が
置
か
れ
、
取

材
班
約
30
ク
ル
ー
を
指
揮
す
る
拠
点
と
な

っ
た
。

　
取
材
団
が
出
入
り
す
る
通
路
横
の
ロ
ビ

ー
や
会
議
室
に
は
、
余
震
が
続
く
中
、
住

民
約
２
０
０
人
が
身
を
寄
せ
て
い
た
。「
家

の
中
に
い
る
の
が
怖
い
」と
、
局
舎
に
避

難
し
て
き
て
い
た
。
そ
の
中
で
、
総
務
局

の
社
員
は
取
材
団
へ
の
食
料
や
宿
の
確
保

被 災地はいま

や
じ
ま
・
ま
こ
と
▼
１
９
９
３
年
入
社
　
県
政

担
当
記
者
　
ニ
ュ
ー
ス
デ
ス
ク
な
ど
経
て

２
０
１
３
年
か
ら
報
道
制
作
局
報
道
担
当
部
長

被災地通信�　熊本地震

あの瞬間から３カ月
テレビができることを見つめて

矢島　誠（熊本朝日放送）

　
恐
怖
で
足
が
す
く
ん
だ
。
４
月
16
日
の

「
本
震
」直
後
、「
も
う
だ
め
か
も
し
れ
な

い
」と
、
局
に
向
か
う
こ
と
が
た
め
ら
わ

れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
熊
本
市
内
の

自
宅
に
い
て
激
し
く
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
。
数

日
前
か
ら
高
熱
で
う
な
さ
れ
続
け
て
い
る

10
歳
の
娘
の
様
子
を
見
に
、
少
し
だ
け
自

宅
に
戻
っ
て
い
た
。
不
安
に
お
の
の
く
家

族
を
残
し
、
放
送
を
続
け
る
意
味
を
自
分

に
問
い
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
外
に
出
る
と
、
顔
見
知
り
の
近
隣
住
民

も
同
じ
不
安
の
顔
。「
大
丈
夫
だ
か
ら
。

安
心
し
て
。
絶
対
、
大
丈
夫
」と
声
を
か

に
加
え
、
住
民
へ
の
支
援
な
ど
に
も
奔
走

し
た
。
避
難
し
て
い
た
住
民
の
中
に
は
、

報
道
部
員
の
家
族
も
含
ま
れ
て
い
た
。
24

時
間
態
勢
で
取
材
、
放
送
を
続
け
る
中
、

家
族
の
無
事
が
支
え
に
な
っ
て
い
た
。

■
子
ど
も
の
笑
顔
が
一
番

　「
前
震
」か
ら
１
カ
月
が
た
っ
た
５
月

15
日
、
九
州
朝
日
放
送
と
特
別
番
組
を
共

同
制
作
し
た
。
各
地
の
住
民
が
生
出
演
や

Ｖ
Ｔ
Ｒ
で
現
状
を
語
っ
た
。「
子
ど
も
の

笑
顔
が
一
番
」「
み
ん
な
で
以
前
の
よ
う
に

明
る
く
過
ご
せ
た
ら
」と
、「
日
常
」や「
普

通
で
あ
る
こ
と
」を
い
と
お
し
む
声
が
相

次
い
だ
。

　
Ｖ
Ｔ
Ｒ
で
紹
介
し
た
が
、
こ
ど
も
の
日

に
子
ど
も
の
た
め
の
催
し
を
開
い
た
大
人

た
ち
の
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。
復
旧
が
思

う
よ
う
に
進
ま
な
い
町
で
、
子
ど
も
の
笑

顔
を
最
優
先
し
て
い
た
よ
う
に
思
う
。

■
長
引
く
避
難
生
活
、多
く
の
声
拾
い
た
い

　
地
震
か
ら
３
カ
月
が
た
ち
、
ニ
ュ
ー
ス

で
始
め
た
こ
と
が
あ
る
。「
避
難
所
の
い

ま
」と
い
う
週
１
回
の
特
集
だ
。
今
も
６

０
０
０
人
が
避
難
生
活
を
続
け
る
中
、
毎

回
１
つ
の
避
難
所
に
注
目
し
、
で
き
る
だ

け
多
く
の
声
に
耳
を
傾
け
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
長
引
く
避
難
生
活
で
最
も
困
っ
て

い
る
こ
と
は
何
か
。
ど
ん
な
気
持
ち
で
毎

日
を
過
ご
し
て
い
る
の
か
。
県
民
を
つ
な

ぎ
た
い
と
考
え
て
い
る
。
あ
る
避
難
所
で

は
他
の
住
民
の
た
め
に
毎
朝
、
コ
ー
ヒ
ー

を
い
れ
て
い
る
男
性
が
い
た
。
コ
ー
ヒ
ー

を
飲
み
な
が
ら
交
わ
さ
れ
る
普
通
の
会
話

が
避
難
生
活
の
潤
い
と
な
り
、
住
民
同
士

の
心
を
つ
な
い
で
い
た
。

　
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
制
作
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
。「
花
で
被
災
地
に
希
望
を
」

と
奮
闘
す
る
花
屋
の
男
性
の
取
材
を
継
続

し
て
い
る
。
こ
れ
も
地
域
の
絆
が
テ
ー
マ

だ
。
テ
レ
ビ
が
仲
立
ち
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
の
絆
の
大
切
さ
を
見
つ
め
直
し
、
復

興
に
向
か
う
ふ
る
さ
と
の
力
に
な
れ
ば
と

思
う
。
人
と
人
と
の
強
い
つ
な
が
り
が
必

ず
力
に
な
る
と
信
じ
て
い
る
。

くまモンも登場　九州朝日放送と共同制作の特
別番組画面から（熊本朝日放送提供）
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書いた話　書かなかった 話

　
高
度
経
済
成
長
で
瀰び

漫ま
ん

し
た「
豊
か
な

社
会
」が
石
油
シ
ョ
ッ
ク
で
い
さ
さ
か
陰

り
を
帯
び
は
じ
め
た
こ
ろ
、
田
中
角
栄
首

相
の
金
脈
問
題
や
ロ
ッ
キ
ー
ド
裁
判
に
追

わ
れ
て
い
た
遊
軍
記
者
は
、
い
き
な
り
デ

ス
ク
か
ら「
ス
マ
ト
ラ
で
日
本
の
経
済
協

力
の
現
場
を
取
材
し
て
ル
ポ
を
書
け
」と

い
う
指
示
を
も
ら
っ
て
慌
て
た
。

　
ス
マ
ト
ラ
と
い
え
ば
、
か
つ
て
日
本
軍

が
パ
レ
ン
バ
ン
空
挺
作
戦
で
油
田
を
抑
え

た「
空
の
神
兵
」が
脳
裏
を
か
す
め
た
が
、

い
ま
振
り
返
れ
ば
こ
の
取
材
は
、
外
交
や

戦
争
や
国
際
テ
ロ
な
ど
と
は
違
っ
た
意
味

で
、
辺
境
の
現
場
か
ら
戦
後
の
日
本
経
済

の
陰
画
を
見
い
だ
す
旅
で
あ
っ
た
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ス
マ
ト
ラ
島
南
部
の

ラ
ン
ポ
ン
州
ス
リ
バ
オ
ノ
村
。
首
都
の
ジ

ャ
カ
ル
タ
か
ら
頼
り
な
い
双
発
機
で
お
よ

そ
30
分
、
ス
ン
ダ
海
峡
に
近
い
タ
ン
ジ
ュ

ン
カ
ラ
ン
に
降
り
る
と
、
そ
こ
か
ら
四
輪

駆
動
車
で
舗
装
さ
れ
て
い
な
い
赤
土
の
悪

路
を
お
よ
そ
半
日
走
っ
た
。

　
１
９
７
６
年
秋
の
こ
と
で
、
め
ざ
し
た

の
は
三
井
物
産
を
中
心
に
日
本
と
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
官
民
が
協
力
し
て
８
年
ほ
ど
前

に
発
足
さ
せ
た
大
規
模
農
場「
ミ
ツ
ゴ

ロ
」で
あ
る
。

◆
思
惑
一
致
で
事
業
ス
タ
ー
ト 

　
だ
が
そ
の
現
実
は

　
ニ
ッ
パ
ヤ
シ
の
生
い
茂
る
密
林
を
切
り

開
い
た
開
拓
地
に
４
つ
の
広
大
な
農
場
が

あ
り
、
日
本
の
商
社
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ（
国
際

協
力
事
業
団
＝
当
時
、
現
・
国
際
協
力
機

構
）か
ら
派
遣
さ
れ
た
ス
タ
ッ
フ
の
下
で
、

周
辺
の
農
村
か
ら
集
ま
る
現
地
の
若
い
男

女
が
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
キ
ャ
ッ
サ
バ（
タ

ピ
オ
カ
）を
育
て
て
い
る
。

　
四
季
の
な
い
炎
暑
で
焦
が
さ
れ
た
大
地

に
突
然
、
激
し
い
ス
コ
ー
ル
が
や
っ
て
く

る
。
そ
れ
が
目
の
前
の
川
を
瞬
く
間
に
濁

流
に
染
め
た
か
と
思
う
と
、
に
わ
か
に
晴

れ
わ
た
っ
た
草
原
か
ら
一
陣
の
涼
風
が
渡

る
。
褐
色
の
川
面
を
野
生
の
ワ
ニ
が
悠
然

と
泳
い
で
い
る
。
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
と
呼
ば

れ
る
自
家
発
電
の
宿
舎
の
小
屋
の
片
隅
に

は
、
近
く
の
原
生
林
で
開
墾
中
に
仕
留
め

ら
れ
た
と
い
う
ト
ラ
の
剥
製
が
あ
っ
た
。

　
60
年
に
吉
田
茂
元
首
相
が
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
を
訪
問
し
た
際
、
戦
後
賠
償
を
か
ら
め

て
農
業
開
発
を
通
し
た
日
本
の
経
済
協
力

を
求
め
ら
れ
、
三
井
物
産
が
民
間
の
受
け

皿
と
な
っ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
統
治
時
代
の
独

立
義
勇
軍
を
母
体
と
し
た
コ
ス
ゴ
ロ
と
合

弁
で
、
ス
マ
ト
ラ
に「
ミ
ツ
ゴ
ロ
農
場
」

の
開
設
が
具
体
化
す
る
。
開
所
式
に
は
ス

ハ
ル
ト
大
統
領
夫
妻
も
出
席
し
て
華
々
し

い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

　
人
口
の
膨
張
に
悩
む
ジ
ャ
ワ
か
ら
不
毛

の
荒
野
だ
っ
た
こ
の
地
域
へ
の
国
民
の
移

住
を
促
し
、
そ
の
労
働
力
で
食
糧
生
産
を

増
進
し
た
い
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側
と
、
米
国

穀
物
メ
ジ
ャ
ー
の
動
向
に
支
配
さ
れ
る
国

内
の
食
糧
供
給
の
改
善
へ
向
け
て
、
飼
料

用
穀
物
の
供
給
多
角
化
を
も
く
ろ
む
日
本

の
思
惑
が
、
こ
の
事
業
に
結
ば
れ
た
。

　
と
は
い
え
、
そ
の
８
年
後
の
現
場
で
目

の
当
た
り
に
し
た
の
は
、
Ｏ
Ｄ
Ａ（
政
府

開
発
援
助
）と
商
社
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い

う
官
民
の
枠
組
み
の
下
で
、
熱
帯
の
大
地

に「
緑
の
革
命
」を
進
め
る
日
本
人
に
立

ち
は
だ
か
っ
た
途
方
も
な
い
壁
で
あ
る
。

　
風
土
を
生
か
し
て
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
年

３
回
収
穫
し
、
輸
出
用
の
飼
料
穀
物
と
し

て
世
界
の
市
場
に
出
す
と
い
う
戦
略
は
、

雨
不
足
と
ベ
ト
病
と
い
わ
れ
る
熱
帯
の
風

土
病
で
大
き
く
目
算
を
狂
わ
せ
て
い
た
。

　
や
む
な
く
農
場
は
キ
ャ
ッ
サ
バ
や
ロ
ゼ

ラ（
麻
）と
の
輪
作
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　「
品
種
を
熱
帯
用
に
改
良
し
て
肥
料
も

赤
道
直
下
、
密
林
と
原
野
の
南
ス
マ
ト
ラ
を
歩
く

　
　
熱
帯
農
業
開
発
に
挑
ん
だ
日
本
人
た
ち
の
た
た
か
い

�

柴
崎

　信
三
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風
土
に
合
う
よ
う
に
開
発
し
た
が
、
収
穫

量
は
目
算
を
大
幅
に
割
り
込
み
続
け
て
い

る
」と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
か
ら
派
遣
さ
れ
た
山
口

文
吉
さ
ん（
当
時
64
）は
嘆
息
し
た
。

　
三
井
物
産
か
ら
の
出
向
で
ミ
ツ
ゴ
ロ
の

経
営
に
あ
た
る
社
長
の
木
村
幹
さ
ん（
同

46
）は
、
創
業
８
年
で
な
お
赤
字
経
営
が

続
く
こ
の
事
業
の
先
行
き
に
不
安
を
隠
さ

な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
熱
帯
の
過
酷
な

環
境
に
加
え
て
政
府
ベ
ー
ス
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
と

総
合
商
社
の
収
益
事
業
と
い
う
、
矛
盾
を

は
ら
ん
だ
条
件
を
抱
え
る
経
営
に
つ
い
て

の
迷
い
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
。

　
肝
心
の
作
物
の
収
穫
が
思
う
に
ま
か
せ

な
い
こ
と
に
加
え
て
、
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
で

建
設
が
期
待
さ
れ
て
い
た
積
出
港
ま
で
の

道
路
が
実
現
せ
ず
、
イ
ン
フ
ラ
の
悪
さ
が

作
物
の
商
品
価
値
を
低
下
さ
せ
た
。

　
一
方
、
人
口
爆
発
が
続
い
て
貧
困
の
根

が
深
い
こ
の
熱
帯
の
途
上
国
に
あ
っ
て
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
国
内
の
食
糧
に
充
て
る

こ
と
が
優
先
さ
れ
、
飼
料
穀
物
と
し
て
輸

出
に
振
り
向
け
る
余
力
は
乏
し
か
っ
た
。

　
当
初
、
日
本
側
が
描
い
た
シ
ナ
リ
オ
が

次
々
と
頓
挫
す
る
な
か
で
、
過
酷
な
生
活

環
境
は
日
本
か
ら
派
遣
さ
れ
た
ス
タ
ッ
フ

た
ち
に
も
困
難
を
強
い
た
。

　
妻
子
を
伴
っ
て
赴
任
し
て
い
る
若
い
農

業
技
術
者
は
、
幼
子
が
発
熱
し
て
医
師
の

診
療
が
必
要
と
な
り
、
都
会
ま
で
車
で
半

日
の
道
の
り
の
悪
路
を
飛
ば
さ
な
く
て
は

な
ら
な
か
っ
た
。
マ
ラ
リ
ア
の
危
険
が
常

態
化
し
た
風
土
で
あ
り
、
感
染
し
て
命
を

落
と
し
た
日
本
人
社
員
も
あ
っ
た
。

◆
広
が
る「
消
費
の
目
覚
め
」 

　
地
域
社
会
に
大
き
な
刺
激

　
こ
う
し
た
な
か
で
、
現
地
人
の
ス
タ
ッ

フ
や
働
き
に
来
る
近
隣
の
地
域
住
民
た
ち

は
、
こ
の
農
場
の
開
発
と
そ
れ
に
伴
う
村

落
の
生
活
の
大
き
な
変
化
を
、
お
お
む
ね

歓
迎
し
て
い
た
こ
と
が
印
象
深
い
。

　「
ゴ
ト
ン
・
ロ
ヨ
ン
」と
呼
ば
れ
る
相

互
扶
助
の
文
化
が
根
強
く
あ
っ
て
、
集
落

の
請
負
労
働
に
な
じ
ん
で
き
た
人
々
が
農

場
の
賃
金
労
働
で
個
人
と
し
て
収
入
を
得

る
よ
う
に
な
る
と
、
次
第
に
地
域
社
会
に

消
費
へ
の
目
覚
め
が
広
が
っ
た
。
若
者
た

ち
は
街
へ
出
て
流
行
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を

身
に
着
け
は
じ
め
た
。

　
ス
リ
バ
オ
ノ
村
の
若
い
村
長
、
シ
ス
ワ

ン
ト
ロ
ー
さ
ん
は「
ミ
ツ
ゴ
ロ
の
農
業
技

術
は
村
全
体
へ
の
刺
激
と
な
っ
て
、
多
く

の
農
家
が
ま
ね
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
豆

な
ど
村
の
産
品
を
ミ
ツ
ゴ
ロ
が
相
場
よ
り

高
い
価
格
で
買
い
入
れ
て
く
れ
た
こ
と
も

地
域
を
豊
か
に
し
た
。
道
路
や
学
校
、
水

道
な
ど
社
会
資
本
へ
の
援
助
を
含
め
て
、

ミ
ツ
ゴ
ロ
が
地
域
へ
も
た
ら
し
た
も
の
は

大
き
い
」と
、
そ
の
地
域
社
会
へ
の
影
響

を
高
く
評
価
し
て
い
た
。

　「
ミ
ツ
ゴ
ロ
」に
続
い
て
ラ
ン
ポ
ン
州

に
は
三
菱
商
事
が「
パ
ゴ
」、
伊
藤
忠
商

事
が「
ダ
ヤ
イ
ト
ー
」と
い
う
同
様
の
農

業
開
発
法
人
を
立
ち
上
げ
て
穀
物
な
ど
の

開
発
輸
出
へ
向
け
た
農
場
を
展
開
し
た
。

し
か
し
、
い
ず
れ
も
積
み
重
な
る
累
損
に

耐
え
切
れ
ず
、「
ミ
ツ
ゴ
ロ
」と「
ダ
ヤ
イ

ト
ー
」は
83
年
、「
パ
ゴ
」は
84
年
に
業
務

を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
に
全
面
移
管
し
て

撤
退
し
た
。

◆〝
商
社
の
時
代
〟に
切
り
開
い
た
地 

　
豊
か
な
農
業
生
産
拠
点
に

　
70
年
代
か
ら
80
年
代
に
か
け
て
の
日
本

は「
商
社
の
時
代
」で
あ
っ
た
。「
ラ
ー
メ

ン
か
ら
ミ
サ
イ
ル
ま
で
」と
い
わ
れ
る
貪

欲
な
市
場
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は「
日
本
株

式
会
社
」の
牽
引
力
で
あ
り
、
資
源
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
食
糧
を
め
ぐ
っ
て
展
開
す
る

海
外
の
大
型
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
内
外

か
ら
大
き
な
関
心
が
注
が
れ
た
。

　
同
じ
三
井
物
産
が
中
心
と
な
っ
て
手
掛

け
た
イ
ラ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
石
油
化
学（
Ｉ

Ｊ
Ｐ
Ｃ
）は
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

確
保
を
め
ざ
し
て
イ
ラ
ン
の
油
田
廃
ガ
ス

を
利
用
し
た
石
油
化
学
事
業
だ
っ
た
が
、

中
東
戦
争
や
イ
ラ
ン
革
命
で
破
綻
し
て

「
壮
大
な
失
敗
」と
呼
ば
れ
た
。

　「
ミ
ツ
ゴ
ロ
」が
切
り
開
い
た
ラ
ン
ポ

ン
州
は
そ
の
後
、
積
出
港
へ
の
輸
送
路
が

整
備
さ
れ
、
移
管
後
に
そ
の
農
法
を
引
き

継
い
だ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
種
の
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
の
産
地
と
し
て
大
き
な
発
展
を
遂
げ

た
。
い
ま
で
は
ス
マ
ト
ラ
で
も
豊
か
な
農

業
生
産
で
知
ら
れ
る
地
域
と
な
っ
た
。

　「
森
を
ひ
た
し
た
大
き
な
湖
水
が
あ
る
。

人
間
を
し
ら
な
い
原
始
林
に
す
べ
て
が
つ

づ
い
て
い
る
」と
、
戦
前
に
こ
の
地
を
放

浪
し
た
詩
人
の
金
子
光
晴
は
書
い
た
。

　
３
週
間
に
及
ぶ
取
材
は
国
際
面
で
７
回

の
連
載
記
事
に
な
っ
た
。
当
時
、
三
井
物

産
の
社
内
で「
無
謀
」と
も「
愚
行
」と
も

さ
さ
や
か
れ
た
南
の
島
の「
夢
」の
軌
跡

を
た
ど
る
と
、
40
年
前
に
熱
帯
の
大
自
然

と
た
た
か
っ
た
ス
タ
ッ
フ
た
ち
の
深
い
溜

息
が
聞
こ
え
て
く
る
。

　
そ
れ
こ
そ
が
、
こ
の
取
材
の「
書
か
な

か
っ
た
話
」で
あ
る
。

農場で働く若者たちを乗せたトラックが密林の中をやってくる写真
も掲載された紙面（1977年１月11日付夕刊／日本経済新聞縮刷版から）
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リレーエッセ ー

三
陸
臨
時
支
局
を
支
え
た

ホ
テ
ル
女
将
の
気
遣
い
と
人
柄

龍
崎
　
孝（
元
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
政
治
部
長
）

の
ま
ま
尋
ね
た
。

　「
ど
の
く
ら
い
の
期
間
で
す
か
」。
私
が

「
最
低
で
も
１
年
」と
答
え
る
と「
は
あ
」

と
言
っ
た
き
り
押
し
黙
っ
た
。
自
身
の
家

も
津
波
で
全
壊
し
、
黒
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ウ
エ
ア
に
首
か
ら
Ｐ
Ｈ
Ｓ
を
ぶ
ら
下
げ
て

い
る
。
被
災
し
た
従
業
員
と
と
も
に
ホ
テ

ル
内
で
暮
ら
し
な
が
ら
、
救
援
に
当
た
る

機
動
隊
や
、
電
気
の
復
旧
に
携
わ
る
電
力

会
社
の
ス
タ
ッ
フ
の
対
応
に
追
わ
れ
て
い

た
。
ま
も
な
く
被
災
者
の
避
難
所
と
し
て

ホ
テ
ル
を
開
放
す
る
準
備
も
進
ん
で
い
た

こ
ろ
だ
っ
た
。
私
の
申
し
出
は
迷
惑
こ
の

上
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
一
晩
明
け
た
13
日
に
再
訪
す
る
と「
決

め
ま
し
た
、
ど
う
ぞ
お
使
い
く
だ
さ
い
」

と
言
っ
て
く
れ
た
。
田
村
さ
ん
の
気
が
変

わ
ら
な
い
う
ち
に
、
と
５
月
に
予
定
し
て

い
た
支
局
の
開
設
準
備
を
翌
日
か
ら
進

め
、
数
日
の
う
ち
に
気
仙
沼
湾
を
見
下
ろ

す
和
室
は
、
放
送
機
材
で
埋
め
尽
く
さ
れ

る「
ミ
ニ
放
送
局
」に
変
貌
し
た
。
放
送

設
備
で
び
っ
し
り
埋
ま
っ
た
和
室
に
田
村

さ
ん
を
お
呼
び
し
た
時
の
表
情
は
、
な
ん

と
も
忘
れ
が
た
い
。「
ま
あ
っ
」と
言
っ

た
あ
と
笑
い
出
し
た
の
だ
か
ら
。「
こ
ん

な
こ
と
に
な
る
と
は
。
ね
え
」

　
そ
の
日
か
ら
１
年
、
そ
の
部
屋
か
ら
ニ

ュ
ー
ス
が
発
信
さ
れ
な
い
日
は
な
か
っ

た
。
Ｊ
Ｎ
Ｎ
三
陸
臨
時
支
局
か
ら
は
社
会

を
揺
る
が
す
よ
う
な
特
ダ
ネ
は
な
か
っ
た

が
、
一
日
一
日
の
津
波
被
害
地
の
歩
み
が

伝
え
ら
れ
た
。
そ
の
全
て
が
独
自
ネ
タ
だ

っ
た
と
自
負
し
て
い
る
。
そ
し
て
田
村
さ

ん
は
そ
の
日
以
降
、
一
度
と
し
て
部
屋
に

来
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。「
皆
さ
ん
の
仕

事
場
に
う
か
が
う
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
」と
思
い
続
け
て
い
た
の
だ
と
い

う
。
ど
こ
で
、
何
を
や
っ
て
い
る
か
を
聞

か
れ
る
こ
と
も
な
い
。
た
だ
、
１
日
の
取

材
や
放
送
を
終
え
て
気
仙
沼
に
帰
っ
て
く

る
と
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
必
ず
待
ち
受
け

て
い
た
。「
お
帰
り
な
さ
い
。
今
日
は
○

○
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
ね
、放
送
、

見
ま
し
た
」と
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
た
。

　
気
仙
沼
の
県
立
女
子
高
校
を
卒
業
し
大

業
務
拡
大
で
新
し
い
ホ
テ
ル
を
開
設
す

る
こ
と
に
な
り
、
急
き
ょ
ふ
る
さ
と
に

戻
っ
て
き
た
の
だ
と
い
う
。

　
慣
れ
ぬ
女
将
稼
業
を
続
け
て
い
る
さ

な
か
に
、東
日
本
大
震
災
に
遭
遇
し
た
。

付
か
ず
離
れ
ず
の
対
応
ぶ
り
は
、
女
将

と
し
て
の
気
遣
い
と
同
時
に
田
村
さ
ん

の
人
柄
そ
の
も
の
だ
っ
た
よ
う
な
気
が

す
る
。
傍
か
ら
見
れ
ば｢

傍
若
無
人｣

な
放
送
局
の
仕
事
ぶ
り
だ
が
、
そ
の
使

命
が
全
う
で
き
た
の
も
田
村
さ
ん
の
お

っ
と
り
と
、
し
か
し
都
会
仕
込
み
の
理

解
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
自
然
の
力
は
人
智
を
超
え
る
。
そ
う

し
た
力
に
よ
る
被
害
を
乗
り
越
え
て
い

く
の
は
政
治
や
行
政
の
力
で
は
な
く
、

そ
こ
に
生
き
て
い
る
人
間
の
思
い
だ
と

実
感
す
る
。
被
災
地
に
お
け
る
私
た
ち

の
１
年
を
、
黙
っ
て
支
え
て
く
れ
た
田

村
さ
ん
の
存
在
は
、
そ
の
こ
と
を
い
つ

も
思
い
出
さ
せ
る
。

　
12
年
３
月
31
日
、
１
年
の
務
め
を
終

え
て
気
仙
沼
を
離
れ
る
私
た
ち
に
田
村

さ
ん
は
言
っ
た
。

　「
泣
き
ま
せ
ん
よ
。
い
つ
ま
で
も
同

じ
で
は
い
け
な
い
か
ら
」

（
り
ゅ
う
ざ
き
・
た
か
し
）

次
号
は
羽
原
清
雅
さ
ん（
朝
日
新
聞

出
身
）で
す
。

　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
お
よ
そ

１
カ
月
、
私
は
気
仙
沼
に
恒
久
的
な
取

材
と
放
送
の
拠
点
、
つ
ま
り
支
局
を
設

置
、
運
営
す
る
よ
う
命
ぜ
ら
れ
、
来
た
。

電
気
、
水
、
ガ
ス
は
お
ろ
か
放
送
設
備

を
構
築
す
る
家
屋
す
ら
な
い
こ
の
場
所

で
、
ど
う
す
れ
ば
放
送
拠
点
を
設
け
ら

れ
る
の
か
。
妙
案
な
く
、
こ
れ
か
ら
始

ま
る
厳
し
い
道
の
り
を
思
っ
て
い
た
私

の
前
に
現
れ
た
の
は
、
田
村
恭
子
さ
ん

だ
っ
た
。

　
津
波
と
火
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け

た
気
仙
沼
の
港
を
見
下
ろ
す
高
台
に
ホ

テ
ル
が
立
っ
て
い
る
。
安
全
が
確
保
さ

れ
つ
つ
も
、
い
つ
再
び
発
生
す
る
か
分

か
ら
な
い
地
震
と
津
波
を
撮
影
す
る
の

に
ふ
さ
わ
し
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
兼
ね

備
え
て
い
る
。
そ
の
ホ
テ
ル
の
女
将
が

田
村
さ
ん
だ
っ
た
。
２
０
１
１
年
４
月

12
日
と
記
憶
し
て
い
る
。
こ
の
ホ
テ
ル

の
一
角
に
支
局
を
設
け
た
い
と
い
う
私

の
要
請
に
、
田
村
さ
ん
は
怪
訝
な
表
情

田村恭子さん
（筆者提供）

学
を
出
て
か
ら

東
京
近
郊
で
働

き
、結
婚
し
た
。

父
親
が
営
む
水

産
・
観
光
業
の
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■
空
か
ら
降
っ
て
き
た
男

　
―
ア
フ
リ
カ「
奴
隷
社
会
」
の
悲
劇
―

小
倉
　
孝
保
（
毎
日
新
聞
社
外
信
部
長
）

■
ゼ
ロ
戦
特
攻
隊
か
ら
刑
事
へ
　
友
へ
の
鎮
魂

に
支
え
ら
れ
た
90
年（
西
嶋
大
美
、太
田
茂
著
）

西
嶋
　
大
美
（
読
売
新
聞
出
身
）

■G
overnance of U

rban Sustaina-
bility Transitions水

口
　
哲
（
個
人
Ｄ
会
員
）

■
原
子
力
報
道
五
十
年
―
科
学
記
者
の
証
言

堤
　
佳
辰
（
日
本
経
済
新
聞
出
身
）

ア
フ
リ
カ
青
年
墜
落
死
の
謎
を
追
う
　
ロ

ン
ド
ン
が
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
沸

く
２
０
１
２
年
夏
の
朝
、
ヒ
ー
ス
ロ
ー
空

港
近
く
の
路
上
で
黒
人
男
性
の
死
体
が
発

見
さ
れ
た
。
ア
ン
ゴ
ラ
か
ら
ヒ
ー
ス
ロ
ー

に
向
か
う
旅
客
機
か
ら
墜
落
死
し
た
の

だ
。
男
性
は
な
ぜ
、ロ
ン
ド
ン
を
め
ざ
し
、

旅
客
機
か
ら
墜
落
し
た
の
か
。
そ
の
謎
を

追
っ
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
人

種
を
超
え
た
恋
愛
を
通
し
見
え
て
く
る
の

は
、
欧
州
と
ア
フ
リ
カ
に
横
た
わ
る
、
あ

ま
り
に
大
き
な
格
差
で
あ
る
。
昨
今
の
難

民
・
移
民
問
題

を
考
え
る
上
で

も
参
考
に
な
る

は
ず
だ
。

少
年
特
攻
隊
員
の
真
実
と
心
情
　
元
警
視

庁
捜
査
三
課
刑
事
・
大
舘
和
夫
氏（
剣
道

七
段
）を
、
剣
道
の
仲
間
で
あ
る
２
人
が

70
余
時
間
に
わ
た
っ
て
聞
き
取
っ
た
。
予

科
練
か
ら
17
歳
で
特
攻
要
員
と
な
り
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
、
台
湾
で
多
く
の
死
地
を
生
き

抜
き
、
８
度
目
の
特
攻
出
撃
寸
前
に
玉
音

放
送
に
よ
り
生
還
し
た
。
記
憶
は
驚
く
ほ

ど
鮮
明
で
臨
場
感
に
あ
ふ
れ
、
少
年
兵
が

戦
争
の
理
不
尽
さ
を
肌
で
感
じ
と
っ
て
い

く
様
子
が
、
潔

く
も
せ
つ
な
く

感
じ
ら
れ
る
で

し
ょ
う
。

日
本
と
欧
州
の
低
炭
素
都
市
づ
く
り
を
比

較
　
国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第
21
回

締
約
国
会
議（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
）で
、
世
界
全

体
の
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
今
世
紀
末
ま

で
に
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
、
パ
リ

協
定
が
採
択
さ
れ
た
。
世
界
全
体
で
都
市

化
が
進
む
な
か
、
ゼ
ロ
炭
素
化
を
今
世
紀

半
ば
ま
で
に
達
成
し
つ
つ
、
暮
ら
し
や
経

済
も
さ
ら
に
良
く
し
よ
う
と
、
具
体
的
に

取
り
組
む
都
市
が
出
て
き
た
。
そ
う
し
た

都
市
の
実
践
と
、
実
践
を
支
え
る
理
論
を

紹
介
す
る
書
籍
シ
リ
ー
ズ
の
第
１
巻
。
研

究
者
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
、
日
本
と
欧

州
の
比
較
を
行
っ
た
。
著
者
か
ら
購
入
す

る
と
４
割
引
。

電
子
書
籍
で
も

発
売
し
て
い

る
。

先
人
の
苦
悩
と
決
断
　
１
９
５
３
年
12
月

7
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
総
会
で
ア

イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
提
案
を
直
接
聞
い
て
以

来
、
日
本
の
原
子
力
平
和
利
用
報
道
に
一

貫
し
て
携
わ
っ
た
経
験
と
所
感
を
率
直
に

新潮社
１６２０円

芙蓉書房出版
１９４４円

Springer
＄１２９

マ
イ
B
O
O
K�

マ
イ
P
R

会 員の著書／会議報告

綴
っ
た
。
唯
一
の
原
爆
被
災
国
・
日
本
が

ビ
キ
ニ
被
ば
く
の
直
後
、
な
ぜ
、
い
か
に

し
て
第
三
の
火
を
志
し
た
の
か
。
先
人
た

ち
の
苦
悩
と
決
断
を
歴
史
認
識
し
よ
う
。

ま
た
、
技
術
の
欠
陥
は
技
術
で
是
正
す
る

の
が
王
道
で
、
津
波
に
耐
え
得
る
原
発
、

受
動
安
全
炉
の
実
例
を
紹
介
し
た
。
石
油

皆
無
の
資
源
小
国
、
少
子
高
齢
化
の
日
本

が
自
ら
技
術
を

封
印
し
て
は
未

来
は
な
い
。

エネルギーフォーラム
９７２円

　会員の皆さまが出版さ
れた本を「マイBOOKマ
イPR」で紹介します。狙
いや内容などを200字程
度でおまとめください。
お問い合わせは事務局の
村田茜（03－3503－2729、
murata@jnpc.or.jp）まで
お願いします。

■
会
議
報
告

⃝

第
４
６
４
回
企
画
委
員
会

（
６
・
６
　
10
階
Ｂ
ホ
ー
ル
）

　
参
院
選
の
党
首
討
論
会（
６
・
21
）の

実
施
要
領
と
、
今
後
の
シ
リ
ー
ズ
企
画
の

テ
ー
マ
や
ゲ
ス
ト
候
補
な
ど
を
協
議
し

た
。
ま
た
前
月
の
会
見
で
司
会
を
担
当
し

た
委
員
が
会
見
運
営
な
ど
も
含
め
て
行
事

報
告
を
行
っ
た
。

出
席
　
西
村
委
員
長
、
恵
村
、
服
部
、
倉

重
、
福
本
、
橋
本
、
鶴
原
、
脇
、
宮
田
、

榊
原
、
杉
田
、
川
上
、
軽
部
、
山
本
、
瀬

口
、
原
田
、
竹
田
、
播
摩
、
和
田
、
梶
本
、

橋
場
の
各
委
員
。

⃝

第
３
７
４
回
会
報
委
員
会

（
６
・
15
　
小
会
議
室
）

　
６
月
号
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
後
、

７
月
号
の
編
集
を
協
議
、「
ワ
ー
キ
ン
グ

プ
レ
ス
」「
被
災
地
通
信
」の
テ
ー
マ
を
決

め
た
。

出
席
　
飯
塚
委
員
長
、
稲
沢
、
大
辻
、
大

寺
、
長
﨑
、
藤
井
、
藤
澤
の
各
委
員
。

⃝

第
４
６
６
回
会
員
資
格
委
員
会

（
６
・
16
　
小
会
議
室
）

　
ア
フ
ラ
ッ
ク
の
法
人
賛
助
会
員
入
会
申

請
を
含
め
、７
月
１
日
付
入
会
を
審
議
し
、

理
事
会
に
答
申
し
た
。

出
席
　
増
田
委
員
長
、
花
谷
、
石
田
、
新

堀
、
山
本
の
各
委
員
。
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情報発信

　本物のニュースに触れると心が躍り
ます。いつまでも探究心を失わずにい
たいと思います。

太
おお

田
た

　一
かず

彦
ひこ
1976年日本経済新聞入社。総務局
総務兼人事部長、製作局長、執行
役員、日経プラザ＆サービス代表
取締役社長など。現在、同社顧問。

　日本の情報を7カ国語で、主に海外
に向け発信しています。1年ぶりのク
ラブ復帰です。また遊んでください。

谷
たに

　定
さだ

文
ふみ

1977年時事通信入社。編集局総務
兼解説委員、編集局長、常務取締
役など。現在、（一財）ニッポンドッ
トコム理事。

新しいOB会員

■第16回広島国際アニメーションフェスティバ
ル2016　記者発表

　同イベントは1985年、被爆40周年記念事業と
して創設されて以来、広島市で2年に一度開催
されている。今年は8月18日から22日に開催す
る予定で、それに先立ち発表会見が行われた。
（6.6　会見場）

■21世紀大学経営協会　総会・記念講演会
　総会に続く記念講演会のテーマは「学校教育
法改正の成果と課題」。常盤豊・文部科学省高
等教育局長、平野俊夫・量子科学技術研究開発
機構理事長（大阪大前総長）、髙祖敏明・上智学
院理事長らが登壇し議論を交わした。（6.9　10階
ホール）

■「カンブリア宮殿」10周年記念パーティー
　テレビ東京系列で放送中の、日経スペシャル
「カンブリア宮殿」が番組開始から10年を迎えた
のを祝して記念パーティーが開かれた。メーン
キャスターの村上龍氏、小池栄子氏ら関係者が
集まった。（6.10　10階ホール）

■全日本プロフェッショナル競技ダンス選手会
（ABDC）設立発表会見
　ABDCは国内のプロ競技ダンス組織の選手会
を取りまとめた新組織。これまでプロ選手会は
団体ごとに分かれていたが、さらなるダンス普
及や業界の活性化のため、「選手の大同団結」を
はかるべく設立された。記者発表にあわせてト
ッププロダンサーらによるデモンストレーショ
ンも披露された。（6.14　10階ホール）

■公開討論「テレビ報道と放送法－何が争点な
のか」

　高市早苗総務相の「電波停止」発言や報道の在
り方に関する議論の高まりを受け、異なる意見
を持つ立場の言論人による討論会が行われた。
登壇者は岩崎貞明・雑誌「放送レポート」編集長、
小川榮太郎・文芸評論家、ケント・ギルバート・
米カリフォルニア州弁護士、上念司・経済評論
家、砂川浩慶・立教大教授、醍醐聰・東大名誉
教授の6氏。（6.16　会見場）

■第67回かすみがせき佐賀会
　佐賀新聞社主催。中央省庁の佐賀県出身者や
同県内での勤務経験者がメンバーとなってい
る。『逆説の日本史』シリーズで知られる作家の
井沢元彦さんが「キリストとイスラム」と題して
講演した。約50人が参加。（6.16　会見場）

■日本エッセイスト・クラブ賞贈呈式
　日本エッセイスト・クラブの総会後、同クラ
ブ賞の贈呈式が行われた。同賞は新人エッセイ
ストの発掘に努めている。第64回の受賞作は次
のとおり。▶阿部菜穂子さん『チェリー・イン
グラム　日本の桜を救ったイギリス人』（岩波書
店）▶温又柔さん『台湾生まれ　日本語育ち』（白

水社）▶原彬久さん『戦後政治の証言者たち―オ
ーラル・ヒストリーを往く』（岩波書店）。
　阿部さんは表彰式前日の6月28日にクラブで
会見した（ウェブサイトに会見リポート）。（6.29　
会見場）

■放送人政治懇話会
　テレビ・ラジオ局の現役・OBらによる定例の
勉強会。6月は茂木敏充・自民党選対委員長
（6.8）、玄葉光一郎・民進党選対委員長（6.15）をゲ
ストに招いた。

　6月１８日、エルピデ
ィオ・キリノ元フィリ
ピン大統領の顕彰碑除
幕式が、在京フィリピ
ン大使館主催で、日比
谷公園で行われた。特

別賛助会員のイグナシオ公使からこの計画を聞
いた際、「モンテンルパ刑務所」に収容されてい
た会員がいたことを思い出した。故中俣富三郎
さん（中日・東京新聞出身）で、クラブ会報「書い
た話　書かなかった話」（２００５年１１月号）に戦後
６０年企画の一編として、そのことを書いている。
　顕彰碑には、「日本人に対する憎悪の念を残
さないために」と、同刑務所に服役していた日
本人戦犯全員に恩赦を与えた元大統領の決意が
刻まれている。
　恩赦発表の翌月１９５３年7月に、「国民感謝大
会」が日比谷公会堂で開かれていたことを今回
初めて知った。碑は、そのすぐ脇に建つ。式が
始まる前、渡辺はま子さんの「ああモンテンル
パの夜は更けて」の歌声がプレーヤーから繰り
返し流れていた。（事務局　石川洋）
写真＝元大統領の孫のルビーさんも参列し、謝辞を述べた。

＊中俣富三郎氏の「モンテンルパ、ベトナム、そし
て中国」はウェブサイトの会報pdf版で読むことが
できる。

日比和解のモニュメント
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⃝和食レストラン（9階）   ☎3503‒2723
⃝洋食レストラン（10階）   ☎3503‒2766
⃝貸室予約、宴会打ち合わせ   ☎3503‒2724
⃝受　　付   ☎3503‒2721

⃝会員事務   ☎3503‒2727
⃝経　　理   ☎3503‒2728
⃝クラブ行事への申し込み   ☎3503‒2722
⃝ 会見申し込みアドレス   kaiken@jnpc.or.jp

会報委員会

会員現況 ⃝法人会員：134社　⃝基本会員：746人　⃝個人会員：1,314人　
⃝法人・個人賛助会員：64社・141人　⃝特別賛助会員：99人　
⃝名誉・功労会員：12人　⃝学生会員：137人 計：198社・2,449人

クラブの電話　ダイヤルイン

8月はクラブ利用がお得です

　毎年好評をいただいている夏の割引を今年も
行います。8月中はレストラン・アラスカがデ
ィナーメニューを半額で提供するほか、クラブ
の部屋代割引、宴会プランの用意もあります。
アラスカ利用は０３-３５０３-２7６６、貸室は０３-３５０３-
２7２4にお問い合わせください。

＜法人会員代表変更＞　
時事通信社　大室真生代表取締役社長（旧・西澤
豊氏）
徳島新聞社　米田豊彦理事社長（旧・植田和俊氏）
中央公論新社　福士千恵子常務取締役グループ・
メディア担当（旧・石井一夫氏）
BSジャパン　石川一郎代表取締役社長（旧・小孫
茂氏）
中京テレビ放送　小松伸生代表取締役社長（旧・
山本孝義氏）

＜訃報＞　高橋雄亮会員（NHK出身、８５歳）が6
月２4日死去されました。ご冥福をお祈りいたし
ます。

開室時間短縮のお知らせ

　8月１５日～ ２０日はクラブ施設と事務局の開室
時間を午後6時までとさせていただきます。9
階和食レストランはランチタイムのみの営業で
す。１０階レストラン・アラスカは夜も通常通り
ご利用いただけますが、土曜は休業します。

7月の行事予定（7/5現在）

15㊎ 14：00 ～ 15：30　9階会見場
研究会「タイ情勢」　玉田芳史・京都大学大学院教授

21㊍
14：00 ～ 15：30　9階会見場
シリーズ企画「沖縄から考える」⑫
我部政明・�琉球大学教授

25㊊ 15：00 ～ 16：30　10階ホール
記者会見　小和田恆・国際司法裁判所判事

26㊋
15：00 ～ 16：30　9階会見場
著者と語る『デジタル・ジャーナリズムは稼げるか』
茂木崇・東京工芸大学専任講師

予約電話　和食 3503‒2723　洋食 3503‒2766・2731

和食　文月懐石（7/29まで）

　先付：鱧寿司、もろこし真丈ほか　お椀：鱧葛
打ち　造り：鮪、勘八、鱧湯引き　焼物：太刀魚
塩焼き　煮物：冬瓜、石川芋など　揚物：米茄子
ホワイトソース掛け　食事：そうめん（豆乳つけ
麺）　水菓子：季節の果物　グラス冷酒付き（5,400
円）� （板長：大井由光）

洋食　ミックスミートグリルコース（8/31まで）

　マグロとアボカドのサラダ、冬瓜と蟹のコンソ
メ、ミックスミートグリル（ビーフ、ポーク、ソー
セージ）夏野菜添え、完熟トマトシャーベット、
パン、コーヒー付き（3,780円）。ランチ、ディナー
（土曜日はランチのみ9階レストラン）ともにご利
用いただけます。� （シェフ：黒須修一）

レストラン＊価格は全て税込みです

●アルビン・トフラー・アメリカ未来学者
　 （１９９０.１１.１９）
＊「音声アーカイブ」へは、クラブウェブサイトの
トップページからアクセスできます。

■音声アーカイブ（日付は会見日）重要会見の音声録音

http://www.jnpc.or.jp/HP更新情報
■会見詳録　会見の全文文字記録版
●シリーズ「オバマ広島訪問」①「謝罪を求める
ことが核兵器廃絶の障害になるのであれば、
ぐっと抑える」田中熙巳・日本被団協事務局
長（２０１６.5.１９）

●「金正恩体制をどうみるか―労働党大会を前
に」平井久志・立命館大学客員教授（２０１６.4.２６）

●シリーズ企画「変わるアメリカ　変わらない
アメリカ　米大統領選」③「ヒスパニック＝ラ
ティーノとアメリカ政治」上英明・神奈川大
学助教（２０１６.3.１８）

委員長＝飯塚　浩彦
委　員＝稲沢　裕子　井上　洋一　大辻　一晃
　　　　大寺　廣幸　鈴木　　仁　長﨑　和夫
　　　　藤井　良広　藤澤　秀敏　吉澤　正一
　　　　渡辺　大祐

（事務局：長谷川和子　村田　茜）

☎03‒3503‒2752　FAX 03‒3503‒7271

　山形新聞社からさくらんぼをいただきまし
た。「今年の出来は？」と聞かれた古頭哲・東京
支社編集部長は「毎年、豊作です」とにっこり。
今年もラウンジで会員の皆さんに召しあがって
いただきました。

山形新聞社から初夏の便り

第21回賛助会員の会を開催
　企画委員のベテラ
ン記者が講演し、賛
助会員の皆さんと交
流する賛助会員の会。
今回は毎日新聞社の
倉重篤郎専門編集委

員が選挙情勢を含め、参院選後の安倍政権の課
題や政局を展望した。進行役は日本テレビの小
栗泉政治部担当部次長が務めた。
　参加した中塚隆雄会員（産業競争力懇談会理
事事務局長）は「読み切れない選挙の風や与野党
共に組織力のある党と組む構造など、興味深く
うかがいました。メディアにはわが国の過度な
ポピュリズムを助長しない見識を期待します」
と感想を語った。� 【7.1 出席：２4人】
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撮影：小
お

倉
ぐら

　健
たけ

史
し

（時事通信社写真部）

陸上日本学生個人選手権の準決勝で出したタイムの前でポーズをとる桐生祥秀（東洋大）
＝６月11日　神奈川・Shonan ＢＭＷスタジアム平塚

写 真 回 廊

　
桐
生
祥
秀
は
、
２
度
目
の
10
秒
01
を
出
し
た
後
も
、
さ
ほ

ど
う
れ
し
そ
う
な
顔
も
せ
ず
、
こ
う
言
っ
た
。

　「
10
秒
01
は
も
う
飽
き
た
」

　
そ
の
言
葉
の
意
味
を
、
彼
を
取
り
囲
ん
で
い
た
ス
ポ
ー
ツ

記
者
た
ち
は
皆
わ
か
っ
て
い
た
。

　
陸
上
男
子
１
０
０
㍍
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
フ
ァ
イ
ナ
リ

ス
ト
に
な
る
。
１
９
３
２
年
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
そ
れ
を
成
し
遂
げ
た
吉
岡
隆
徳
以
来
の
、
日
本
陸
上
界

の
悲
願
で
あ
る
。
８
人
の
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
に
入
る
に
は
、

９
秒
台
の
記
録
を
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
桐
生
の

「
も
う
飽
き
た
」と
い
う
言
葉
に
、居
合
わ
せ
た
記
者
た
ち
は

彼
の
並
々
な
ら
ぬ
決
意
を
感
じ
取
っ
て
い
た
の
だ
。

　
世
界
選
手
権
は
い
か
に
も
玄
人
向
き
の
大
会
で
あ
る
。
だ

が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
大
人
も
子
ど
も
も
待
っ
て
い
る
。
選
手

た
ち
の
一
挙
手
一
投
足
を
世
界
中
の
人
々
が
見
守
っ
て
い

る
。
日
ご
ろ
ス
ポ
ー
ツ
音
痴
の
お
じ
さ
ん
が
、
聞
き
か
じ
り

の
知
恵
を
披
露
し
、
素
人
が
知
っ
た
か
ぶ
り
の
講
釈
を
す
る

の
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
あ
る
。

　
も
う
そ
れ
以
上
は
人
間
に
は
無
理
、
と
思
わ
れ
る
限
界
の

記
録
に
人
々
は
惜
し
み
な
い
拍
手
を
送
る
。
そ
の
先
に
は
一

体
何
が
あ
る
の
か
？
　
限
界
の
記
録
か
ら
解
き
放
た
れ
た
と

き
、
人
々
が
思
う
の
は「
ス
ー
パ
ー
マ
ン
の
世
界
」で
あ
る
。

　
そ
の
世
界
に
、
人
間
は
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
だ

が
そ
の
入
り
口
で
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
は
１
０
０
０
分
の
１
秒

単
位
の
記
録
を
競
う
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
そ
の
姿
は

す
で
に
ス
ー
パ
ー
マ
ン
な
の
で
あ
る
。

　
桐
生
の
口
か
ら「
飽
き
た
」と
い
う
言
葉
は
２
度
と
出
な

い
だ
ろ
う
。
そ
う
信
じ
よ
う
。

�

（
後
藤
　
文
生
）

ス
ー
パ
ー
マ
ン
へ
の
助
走
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